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は じ め に 

 

 大阪歯科大学は、建学の精神である「博愛公益｣を基調とした１００年を超える歩み

の中で、歯科医学・医療の発展に寄与してきた。 

２０２３（令和５）年度は、教育、研究、臨床の発展充実、経営の効率化を目指すと

ともに、「第１期中期計画」「第１期中期財政アクションプラン」（２０２０年度～２０

２４年度）を推進し、建学の精神の一層の具現化を停滞させることなく各種事業に取り

組んだ。 

本学は、「学修者本位の教育への転換」のための取り組みを継続するとともに、「２０

４０年に向けた高等教育のグランドデザイン」にあるＳＤＧｓ、Society5.0、地方創生

及び地域連携を盛り込み、持続的な教員力の向上を図った。 

 歯学部では、初年次教育の充実、オナーズ教育への注力、共用試験、臨床実習、歯科

医師国家試験の成績向上に取り組んだ。学生の受け入れでは、安定した入学志願者数に

より定員を充足した。また、２０２３年度に大学基準協会歯学教育評価（分野別評価）

を受審し、適合認定を受けた。 

大学院歯学研究科では、一般、社会人、外国人留学生の各区分で入学者を募集すると

ともに、大学院生の研究活動の活性化を図った。 

医療保健学部では、歯科衛生士、歯科技工士両国家試験で第１期生以来、４年連続  

合格率１００％を達成し、また、社会福祉士国家試験は、昨年度同様新卒者は全員合格

した。 

大学院医療保健学研究科では、修士（口腔科学）の学位取得者は９名で、また博士  

（口腔科学）の学位取得者は３名であった。 

看護学部看護学科に関しては、２０２３年９月４日付で文部科学省から設置認可とな

り、２０２４年３月２５日に看護学部の基本棟となる「楠葉西学舎」の竣工式が執り行

われた。 

附属病院では、理事会傘下の附属病院組織改革委員会の検討を踏まえ、医療の質向上

と経営効率化に成果を上げ収支が大きく改善した。 

「医療イノベーション研究推進機構」(Translational Research Institute for 

Medical Innovation :ＴＲＩＭＩ）では、「研究実験センター」「先進医療研究センター」

「事業化研究推進センター」を擁し、積極的に特色ある研究の推進に取り組んでいる。 

２０２３年８月には立命館大学と学術交流協定を締結し、２０２４年３月には口腔・

リハビリテ―ション・栄養コンソーシアムを設立し、３カ年の事業として共同研究を行

うことになった。 

大阪歯科大学歯科衛生士研修センターでは、歯科衛生士のリカレント教育の拠点とし

て開設６年目の研修が無事終了した。 

 

以上、今後とも教育・研究・臨床等の一層の充実発展を目指していくものである。 
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第１部 事業の概要及び附属資料 
 

建学の精神 

 

 歯科医学・医療に関する専門知識、技術の習得と共に、思いやりの心を涵養し、自らの

選んだ道に深い使命感をもって、社会に対する奉仕的人生観を体得して、「博愛」と「公益」

に努める。 

 

沿   革 

 

1911（明治 44）年 12 月 12日 大阪歯科医学校設立 

1912（明治 45）年 1 月 14日 大阪歯科医学校開校式（創立記念日） 

1917（大正 6） 年 9月 7日 財団法人大阪歯科医学専門学校設立 

1917（大正 6） 年 9 月 25日 大阪歯科医学専門学校開校 

1947（昭和 22）年 6 月 18日 大学令に基づく旧制大阪歯科大学設立（大学昇格記念日） 

1951（昭和 26）年 3月 2日 私立学校法に基づく学校法人大阪歯科大学へ組織変更認可 

1952（昭和 27）年 2月 20日 学校教育法に基づく新制大阪歯科大学設置認可 

1961（昭和 36）年 3月 31日 大阪歯科大学大学院歯学研究科（博士課程）設置認可 

1964（昭和 39）年 4月 17日  大阪歯科大学付属歯科技工士養成所（大阪歯科大学歯科技工 

士専門学校）開設 

1968（昭和 43）年 5月 1日 

 

大阪歯科大学付属歯科衛生士学校（大阪歯科大学歯科衛生士 

専門学校）開設 

1997（平成 9）年 4月 1日 

 

楠葉学舎、天満橋学舎附属病院竣工、牧野学舎（体育・課外

活動施設）と合わせて 3学舎体制となる。 

2011（平成 23）年 11 月 11日 創立 100周年記念式典挙行 

2016（平成 28）年 8月 31日 大阪歯科大学医療保健学部（口腔保健学科、口腔工学科） 

設置認可 

2017（平成 29）年 8月 29日  大阪歯科大学大学院医療保健学研究科口腔科学専攻（修士課

程）設置認可 

2018（平成 30）年 3月 31日 大阪歯科大学歯科技工士専門学校廃止 

 

2019（平成 31）年 3月 31日  大阪歯科大学歯科衛生士専門学校廃止 

 

2019（令和元）年 11月 19日  大阪歯科大学大学院医療保健学研究科口腔科学専攻博士課程 

(後期)設置認可 

2023（令和 5）年 9月 4日  大阪歯科大学看護学部看護学科設置認可 
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学校法人大阪歯科大学組織図（２０２３年４月～８月） 

 

 
 

 

学校法人大阪歯科大学組織図（２０２３年９月～） 

 

 

 

※看護学部看護学科開設は、2024年 4月 1 日  

※TRIMI: Translational Research Institute for Medical Innovation 
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学校法人名称及び所在地 

 

学校法人大阪歯科大学            大阪府大阪市中央区大手前１丁目５番１７号  

 

（楠葉学舎） 

大阪歯科大学歯学部歯学科      大阪府枚方市楠葉花園町８番 1号 

大阪歯科大学大学院歯学研究科      

 

（楠葉西学舎） 

大阪歯科大学看護学部看護学科    大阪府枚方市楠葉花園町１１番８号 

 

（牧野学舎） 

大阪歯科大学医療保健学部      大阪府枚方市牧野本町１丁目４番４号 

大阪歯科大学大学院医療保健学研究科  

       

（天満橋学舎） 

大阪歯科大学附属病院         大阪府大阪市中央区大手前１丁目５番１７号 

 

 

役員・評議員(2024 年 3 月 31日現在)  [順不同、敬称略] 

 

【役員】理事：定数 7 名以上 11 名以内 現員 10 名 

    監事：定数 2 名 現員 2 名 

       氏名        現職・主な職歴・就任年等 

 

理事長  川添 堯彬  大阪歯科大学学長（2007.10） 

常務理事 田中 昭男  大阪歯科大学副学長・歯学部長（2007.10） 

理 事  山本 一世  大阪歯科大学教務部長(2022.4) 

理 事  三宅 達郎  大阪歯科大学教授・国際交流部長（2022.4） 

理 事  藤原 眞一  大阪歯科大学教授（2022．4） 

理 事  上田 雅俊  学校法人大阪歯科大学評議員（2014.5） 

学校法人大阪歯科大学理事（2018.4） 

理 事  中嶋 正博  大阪歯科大学附属病院長（2022.4） 

理 事  諏訪 文彦  大阪歯科大学名誉教授（2022.4） 

理 事  古川 壽男  歯科医師（2022.4） 

理 事  中尾 昌彦  学校法人大阪歯科大学経理部長（2024．3） 

監 事  本井 文夫  弁護士（2014.4） 

監 事  生駒  等  歯科医師・大阪歯科大学同窓会長（2018.4） 
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 【評議員】定数 30 名以上 40 名以内 現員 39 名 

〇選任区分   氏名       

 

  〇本法人理事会理事互選（2 名）  

   川添 堯彬（理事長）、 中嶋 正博（理事） 

  〇本学教授会推薦（歯学部教授 12 名） 

   池尾  隆、松本 尚之、梅田  誠、辻林  徹、前田 博史 

馬場 俊輔、百田 義弘、髙橋 一也、富永 和也、沖永 敏則 

野﨑 中成、井関 富雄 

 

〇本学同窓会推薦（本学卒業生・歯科医師 15 名）   

岡田 太郎、岡本  学、澤田  隆、芦田 欣一、安宅 公男 

和手 甚京、城村 幸治、酒井 昭則、恩田 信雄、加藤 信次 

橋本 成人、吉光 博史、大塚 俊裕、德富 敏信、大松  高 

 〇本法人理事会推薦（10 名） 

鈴木  實、北條 博一、松本 圭右、上田 雅俊、末瀬 一彦 

和唐 雅博、柿本 和俊、吉本 一馬、雄西智恵美、中尾 昌彦 

 

 

 

教職員数（2024 年 3 月 1 日現在）  

 

専任教員数           ２０８  名 

専任職員数           １８５  名 

専任教職員数合計        ３９３  名 
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学生の状況（2023 年 5 月 1 日現在）  

                                   （名） 

設置学部等 
修業 

年限 

入 学 

定 員 

     入 学 者 数 
収容定員 在籍者数 

男子   女子  合計 

歯学部 

歯学科 
６ 160 56  72  128 960 788 

医療保健学部 

口腔保健学科 

口腔工学科 

４ 

 100 11 95    106 400 390     

  70 

  30 

0       

11      

80     

15   

80   

26 

 280 

   120 

286 

104    

大学院 

歯学研究科 

博士課程 

４ 

 

 30 

 

   

    23 

  

19 

 

 

42  

  

 

  120 

  

166   

 

大 学 院 医 療 保 健

学 研 究 科 口 腔 科

学専攻（修士課程） 

 

２ 

 

  10 

 

 

1     

    

 

6 

   

  

 7 

        

    

    20 

 

 

17    

 

大 学 院 医 療 保 健

学 研 究 科 口 腔 科

学専攻  

博士課程（後期）  

３ 3 0    3   3   9 23    

合 計  303 91  195  286  1,509 1，384 
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Ⅰ．大学全体 

大学全体での取り組み 

・ 大阪歯科大学は、教育基本法の規定する教育の一般的な目的と方針に則り、歯学に関

する学術を中心として、広く知識を授けるとともに、深く専門の領野における学理技術

を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開させ、もって文化の創造と発展に貢

献することを目的としている。この目的達成のため教育・研究・臨床の発展を図った。 

 

・ 歯学部の第１学年から第４学年までと大学院歯学研究科は、大阪府枚方市の楠葉学舎

にて、また、医療保健学部・大学院医療保健学研究科は、枚方市の牧野学舎にて教育研

究活動を行っている。さらに、歯学部の第５・６学年の教育活動及び附属病院での診療

活動は、大阪市中央区の天満橋学舎にて行っている。ＳＤＧｓ、Society5.0、地方創生

及び地域連携を大学全体における共通の課題として取り組んだ。 

 

・ 大学・大学院全体の教学マネジメント（内部質保証推進）組織としての「大学協議会」

と、法人委員会である「自己点検・評価委員会」とが連携し、自己点検評価活動に取り

組み、２０２１年度には、大学基準協会の大学評価（認証評価）を受審し、「大学基準に

適合している。」との認定を受け、現在改善課題の解決に取り組んでいる。 

 

・ 本学全体の「３つのポリシー（ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、ア

ドミッション・ポリシー）と、文部科学省中央教育審議会大学分科会「教学マネジメン

ト指針」を基に、大学全体のアセスメント・プランと各学部のアセスメント・プランを

定め、人材の育成に取り組んだ。 

 

・ ５つの方針（「教育研究組織の設置方針」「学生支援の方針」「教育研究環境の整備の方

針」「社会連携・社会貢献の方針」「管理運営の方針」）を基に大学の質の向上を図った。 

 

・ 多様な教育体制の展開のため、大阪歯科大学学部等横断カリキュラム検討委員会にお

いて、本学の全学的な視点や分野・学部等を超えた横断的な視点からのカリキュラム編

成を推進した。「ＯＤＵ歯科医療連携プログラム」では、「数理・データサイエンス・Ａ

Ｉ教育領域」として、各学部の既存科目をベースにした特色ある教育の一層の充実を図

った。 

 

・ 「第１期中期計画」にその全学的な行動目標を定め、建学の精神を基調とする使命感

を持った人材育成に努めた。さらに、「第１期中期財政アクションプラン」の進捗状況

を注視し、財政の強靭化を図った。 

 

・ 看護学部看護学科については、２０２３年９月４日に設置認可となった。この学部の

基本棟となる「楠葉西学舎」は、順調に建設が進み、２０２４年３月２５日に竣工式を迎

えた。競合する大学・学部が多い中、新入生の確保、教員の陣容整備など開設に関する準

備が順調に進行した（後掲の２６ページ「Ⅳ．看護学部看護学科」を参照）。 
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Ⅱ．歯学部歯学科・大学院歯学研究科 

歯学部歯学科の教育方針 

 本学の教育方針は、教育基本法の規定する教育の一般的な目的と方針とに則り、歯学に

関する学術を中心として、広く知識を授けるとともに、深く専門の領野における学理技術

を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開させ、もって文化の創造と発展に貢献

することを目的とする。したがって、本学の学生は歯科医師たる適性の素質を持ち、本学

の教育方針に沿い得るものでなければならない。歯科医師として必要な適性とは、次の三

つに要約される。 

一、能力的な適性 歯科医学の学理と技術を理解し応用できる知能、学力、技能 

一、人格的な適性 歯科医師としての使命感、社会観、世界観、態度、意志など                

         幅広い人間性 

一、身体的な適性 歯科医師としての職務を遂行しうる体力と活動力 

以上の、三つの適性はいずれに優劣があるものではなく、どれひとつとして

欠かすことのできないものである。本学では６年間の一貫教育を通じて、学生

のそれぞれの個性を尊重しながら、以上の適性を涵養、発展させ、人間性豊かな

歯科医師を養成することを教育の目標としている。 

 

ディプロマ・ポリシー 

豊かな人間性を支える基盤的能力及び歯科医師としての専門的能力を有機

的に備え、新時代の歯科医療に積極的に対応できる人材を輩出する。  

・基礎医学及び歯科医学の体系的な知識を有し、これを礎として実社会に還

元できる能力を身に付けている。 

・種々の情報を自ら収集・分析する科学的探究心を涵養し、自ら問題を発見

し、解決できる能力を有している。 

・汎用能力及び危機管理能力を持ち、絶えず研鑽を積む習慣を持っている。  

・海外研修などを通じて、国際人としての素養を磨きグローバルに活躍でき

る実力を身に付けている。 

・歯科医療を適切かつ確実に行う技能を身に付けている。 

・新時代の歯科医療に積極的に取り組み、患者中心の医療並びに人々の求め

る歯科医療を理解し、チーム医療を主体的に実践できる能力を身に付けてい

る。 

・価値観の多様性に対応できる幅広い視野と判断力を身に付けている。  

 

カリキュラム・ポリシー 

「博愛と公益」の精神のもと、「歯学に関する学術を中心として、広く知識

を授けるとともに、深く専門の領野における学理技術を教授研究し、知的、道

徳的及び応用的能力を展開させ、もって文化の創造と発展に貢献する」という

教育方針に基づき、専門的な「知識・技能」、総合的な「人間力・チームワー

ク」を備えた歯科医学・歯科医療を担う人材を養成する。 
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修得概要 

・６年間一貫教育の中で歯科医師として必要な知識、技能及び態度を修得する。 

・入学時の初年次教育及び早期臨床体験学習から、臨床実習に至る一貫した履

修の中で歯科医療人として必要な態度を修得する。 

・歯科英語の修得及び海外研修活動を通して、国際医療人としての素養を身に

つける。 

・研究マインドの養成のために研究チャレンジに取り組む。 

・学生が意欲を持って学習でき、4 年次のコアカリ講義・実習、臨床実習による

歯科専門教育を通して、歯科医師として自ら考え、実践する能力及び 6 年次の

統括教育を通じて、歯科医学教育における総合的な知識を修得し、国家試験に

合格する能力を身に付ける。 

・診療参加型臨床実習を通じて歯科医師として必要な知識、技能、態度を修得

する。 

・患者さんへの思いやり及び社会的責任を果たすことができる倫理観を修得す

る。 

 教育方法 

・シラバスに沿った講義と実習。 

・知識及び技能の獲得のために開発した教材の利用。 

・アクティブラーニングのためのグループ学習。 

・学習支援のための小グループ講義。 

・社会と患者との関わりを認識するための体験学習及び臨床実習。 

 学習成果の評価 

・シラバスに示す各科目試験及び総括試験。 

・臨床実習前に行う歯学系共用試験。 

・臨床実習時の臨床知識試験・歯学系臨床能力試験。 

・臨床実習終了後の学士試験。 

以上の各試験によって評価し、進級及び卒業の判定を行う。 

 

歯学部歯学科の教育改革 

 歯学部においては、教学支援体制の充実を図り、建学の精神である「博愛」と「公益」

に適う歯科医療人育成を目指し、様々な取り組みを行った。２０２３年度に大学基準協会

の歯学教育評価（分野別評価）を受審し、適合認定を受けた。 

 

１．歯学部における特色ある教育の展開 

  歯学部では、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーを定め、建学の精神の

具現化に努めた。２０２３年度はコロナ禍も収束し、すべての授業において面接授業を

実施した。４月の年度初めは登学に不安を感じる学生もいたが、徐々にその不安も解消

され従来の大学生活を取り戻すことができた。コロナ禍の影響で不登校になった学生は

いなかった。 
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  第１学年の「態度教育・コミュニケーションⅠ」は、「履修指導」「ホームルーム」等

の受講を通じて自学自修や社会人としての健全な生活態度の涵養を目指している。コロ

ナ禍のため、従来の「社会福祉施設体験学習」はカリキュラムから廃止したが、「早期臨

床体験学習」はコロナ禍前の内容に戻し、本学附属病院で医療現場を体験した。「現代教

養」（３単位）では、マナー指導、学習態度の確立、プレゼンテーション能力などを通し

て、歯科医師として必要な素養と思考力、判断力、表現力など様々な状況に臨機応変に

対応、解決できる能力を養うことを目的とし、ＰＲＯＧテストを通じて問題解決力、言

語処理能力などについて、学生自身が自己分析を行った。情報リテラシー教育は、「情報

科学」（２単位）を必修としており、その中でパソコンのスキルとともに情報化社会に特

有の危険性とその対処法を学んだ。 

 

第２学年の「態度教育・コミュニケーションⅡ」は、ホームルーム、実験動物慰霊祭

を通じ、医療従事者としてふさわしい態度、意識を身につけることを目的としている。

また、「問題解決基盤」（１単位）は、アクティブ・ラーニング科目の一つであり、与え

られた課題について調査・研究し、グループ発表や討議を行うものである。 

 

第３学年の「ゼミナール」（２単位）、「研究チャレンジ」(２単位)は、演習科目として

学生を研究室に配属して行うものである。特に「研究チャレンジ」は、研究マインドを

学生に涵養することを目的にしており、リサーチリテラシーを涵養し、ＳＣＲＰ（スチ

ューデント・クリニシャン・リサーチ・プログラム）もしくは学生が参加している専門

学術大会での成果発表に向けて取り組んだ。なお、２０２３年度は、第２学年１名がＳ

ＣＲＰ日本大会に出場した。 

 

第４学年では、公的化を見据えて共用試験歯学系ＣＢＴ、ＯＳＣＥを臨床実習へ至る

前の重要な試験として、指導体制の強化を行い成績の向上を図った。特に成績下位者に

は長期休暇中にも重点的学習により弱点強化を行った。「臨床系歯科医学教育」「総合医

学系教育」「歯科医学統合講義」を実施し、臨床実習に向けての関連科目を習得した。な

お、医療系大学間共用試験歯学系ＣＢＴ、ＯＳＣＥは２０２４年度から公的化として実

施される。 

 

第５学年では、臨床実習必携を整え学生に配付し、学修の徹底を図った。患者中心型

診療システム（ＰＯＳ：Patient Oriented System)に基づいて検査、診断、治療計画に

いたる情報収集と基本的歯科診療技術の訓練を行った。２０１９年４月に制定されたス

チューデントデンティスト認定制度に、第５学年全員が認定を受け、「Student Dentist

認定証」を交付し、臨床実習時には携行させている。診療参加型臨床実習後客観的臨床

能力試験（Ｐｏｓｔ-ＣＣ ＰＸ）については、順調に試験が実施された。 

 

本学のオナーズ教育の一環としての「グローバル活躍プログラム」を実施した。これ

は、近年要求される英語での論文発表や、短期海外研修、ＳＣＲＰへのエントリーなど

グローバルに活躍できる人材の育成を目指し、英会話能力向上のため英会話業者のレッ
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スン料をサポートするもので、２０２３年度は３３名が取り組んだ（２０２２年度は１

６名）。 

  

第６学年においては、国家試験に対応するための「総括講義」と「特別講義」や学士

試験と本学指定の模擬試験により、成績の向上に努め、きめ細かな指導（特別アドバイ

ザーによる弱点の克服方法のフィードバック及びティーチング・アシスタント（ＴＡ）

による学修補助等）を行った結果、第１１７回歯科医師国家試験の合格率は、新卒者が

９５．８％となった。なお、本学既卒者についても従来から丁寧な指導を行っている。 

 

＜新卒者合格率＞                        

     [区分]                 [受験者数／合格者数][合格率全国平均] 

 2024（令和 6） 年 3月 第１１７回 ９５．８％（７１人／６８人）   ８１．５％ 

 2023（令和 5） 年 3月 第１１６回 ７９．０％（８１人／６４人）   ７７．３％ 

 2022（令和 4） 年 3月 第１１５回 ８２．９％（７０人／５８人）   ７７．１％ 

 2021（令和 3） 年 3月 第１１４回 ９２．０％（８７人／８０人）   ８０．２％ 

2020（令和 2） 年 3 月 第１１３回 ８５．３％（６８人／５８人）   ７９．３％ 

 

２．ＩＲ（インスティテューショナル・リサーチ）室の活動 

学修成果を可視化するためホームページにＩＲ情報を掲載した。その項目は、次のと

おりである。 

[２０２３年度実施分]  

【全学】２０２２年度学生による授業評価結果（2023/9/29） 

【歯学部】２０２２年度卒業生成長実感調査（2023/9/29） 

【医療保健学部】２０２２年度卒業生成長実感調査（2023/9/29） 

 

「ＯＤＵ歯科医療連携プログラム 数理・データサイエンス・ＡＩ領域」については、

動画教材を本学教員の協力のもと作成した。また、歯学部の２０２３年度新入生にＰＲ

ＯＧテスト、第３学年にはＧＰＳ-Ａcademic を実施し、問題解決力、言語処理能力など

について、他大学学生の傾向との比較分析を行った。 

 

３．カリキュラム２０２２のスタート 

   歯学系ＣＢＴ、歯科医師国家試験の難化に伴う対応として２０２２年度から新カリキ

ュラムをスタートさせている。２０２３年度は第１、第２学年が新カリキュラムによる

時間割で授業を行った。主な変更点として、旧カリキュラムでは第２学年科目であった

口腔解剖学や組織学を第１学年に移行した。 

 

４．教育環境の整備 

  本学では、「教育研究環境の整備の方針」を制定し、その中で「学生の学びについて、

多様な授業形態に対応できる環境を整備する。」としている。今年度は PC・LL 教室サー

バの更新等を行った。 
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５．本学へ献体されたご遺体を用いた手術手技研修（Cadaver Surgical Training） 

   本学は、厚生労働省の進める医師・歯科医師に対する教育・研究の場を提供する体制

として、大阪歯科大学ＣＳＴ委員会を設置（2020年 8月）し、医師・歯科医師の医療技

術や医療安全の向上に努めており、2021年度から標記の研修を実施している。 

 2023年度は、下記の日程で研修を実施した。 

  実施日：2023年 9月 3日（日）   

  課題名：歯科医師のためのカダバー・サージカル・トレーニング 

  ～大規模災害のライフライン未復旧での状況を想定した身元確認訓練～ 

  参加人数 １２名 見学者 ８名 

実施日：2023年 9月 23日（土）・24日（日） 

課題名：超音波装置を用いたカダバー・サージカル・トレーニング 

～安全な施術、リハビリテーションを目指して～ 

参加人数 ４名  見学者 ４６名 

実施日：2023年 10月 14日（土）・15日（日） 

課題名：歯科医師のためのカダバー・サージカル・トレーニング 

～安全なインプラント外科・歯周外科を目指して～ 

参加人数 ２２名 見学者 ２４名 

実施日：2023年 10月 22日（日） 

課題名：歯科医師のためのカダバー・サージカル・トレーニング 

～安全な口腔外科手術を目指して～ 

参加人数 ４名 

６．入学志願者増加への取り組み 

アドミッション・ポリシー 

  歯学部歯学科では、先輩たちが弛まぬ努力で築いた礎を守りながら、「博愛」と

「公益」の建学の精神に基づき、新時代の人々の口腔の健康を守る歯科医療を担う

ことのできる人材を養成する。そのため、次のような能力や態度・資質を備えた人

を求める。 

 

【求める人物像】 

・歯科医学を学ぶために充分な基礎学力を有する人 

・医療人として社会に奉仕し貢献する使命感と気概を持つ人 

・科学的な探究心を持って考え、自ら努力する人 

・十分なコミュニケーション能力を有し、協調性のある人 

・専門的知識、技能、態度を修得して、国家資格の取得に向けて着実に努力する人 

・グローバルな視野に立って歯科医学の発展と歯科医療を担う熱意のある人 

・歯科医師としての倫理観、世界観などを備える幅広い豊かな人間力と行動力を持  

 っている人 
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【入学までに修得しておいてほしい学習成果と水準】 

  歯学部歯学科で学ぶ歯科医学は実学である。これまでに学んだことを、患者をは

じめ多くの人々と関わりながら医療の現場で実際に使うことができる能力が求めら

れる。そのため、高校教育で培われた「学力の３要素」（1.知識・技能、2.思考力・

判断力・表現力、3.主体性をもって多様な人々と協働して学ぶ態度）を大学教育で

更なる伸長を図るため、次に掲げる知識や技能・思考力・判断力・表現力・多様な

人々と協働する精神・態度などを備え、入学後の学びに主体的に取り組むことが望

まれる。 

 

  知識・技能 

・歯科医学の基礎となる生命科学に関連する数学、理科（物理・化学・生物）の学力 

・高等学校の教育課程における、英語の一般的な読解力、及び基本的な文章力とコミ   

ュニケーション能力 

・高等学校の教育課程における、幅広い教科・科目を修得し、論理的に文章を読み解 

き、自分の考えを論理的に文章として書くことのでき、又、発表することのできる 

思考力・判断力・表現力 

・様々な現象について自ら調べ、科学的・論理的に考えることができる 

・他者の意見に耳を傾け、自分の考えを適切に相手に伝えることができる 

主体性をもって多様な人々と協働して学ぶ態度 

・倫理・道徳観を持ち、生命や人の尊厳を大切にする態度 

・主体的に生徒会活動や特別活動、ボランティア活動などの課外活動に参加し、他者と

協調しながら行動しようとする姿勢 

 

【入学者選抜の基本方針】 

入学者の選抜方法として、学校推薦型選抜（指定校専願制・公募併願制）、一般選抜

（前期・後期）、大学入学共通テスト利用選抜（前期・後期）、プラス１、私費外国人

留学生入学者選抜、転入学・編入学試験というさまざまな入学者選抜方式を採用し、 

総合的に判断し、多様な人材を受け入れることをめざす 

  

・知識・技能 

個別学力試験、小論文、調査書、志望理由書、学習計画・意欲などを確認する書類で 

評価する。 

・思考力・判断力・表現力 

個別学力試験、小論文、調査書、志望理由書、学習計画・意欲などを確認する書類で 

評価する。 

・主体性をもって多様な人々と協働して学ぶ態度 

面接、小論文、調査書、志望理由書、学習計画・意欲などを確認する書類で評価する。 

 

歯学部は、アドミッション・ポリシーのもと、優秀な学生の確保に取り組んだ。アドミ

ッションセンターは、センター長１名と事務職員５名で構成されている。 
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オープンキャンパスについて、新型コロナウイルス感染症の位置づけが「５類感染症」

に移行したことに伴い、特別な制限を加えることなくコロナ前の従来の実施方法で開催し

た。７月３０日に楠葉学舎、８月２７日に天満橋学舎にて、来場型形式で開催し、合計５

５４名（楠葉３３２名＋天満橋２２２名）が参加した。さらに、オンライン型のオープン

キャンパスプログラムとして、有名予備校講師による入試対策講座を２０２３年８月１日

から２０２３年１１月１７日までの間に配信し、総視聴回数は、３６２回（英語１４６回、

数学８５回、物理３５回、化学２８回、生物６８回）であった。 

 入学者選抜については、学校推薦型選抜（公募併願制）の出願資格を昨年までの現役の

みから１浪まで可に変更したほか、一般選抜では、チョイス２・１などの新制度や、大学

入学共通テスト利用選抜にオンライン面接を導入するなど受験機会の拡大をはかり新たな

志願者層の開拓に努めた。それに加え、従来の「面接免除制度」、「インターネット出願」、

取得時期不問の「英語民間試験利用方式」を継続し、出願促進の方策を実施した。 

「英語民間試験利用方式」とは、英語の各種資格・検定試験（注）の結果に基づいて、一

定の基準を満たしている場合は、平均点または平均点＋１０点を保証、あるいは「外国語

（英語）」の受験を免除する制度である。 

 

（注）英語の各種民間資格・検定試験について 

試験名/CEFR CEFR B1 平均点 CEFR B2 平均点＋１０点 

英検®（CBT/ S-CBT 含む） ２級 １９８０～２２９９ 

１級 １９８０～２３０３ 

準１級、１級 ２３０４以上 

Cambridge English １４０以上 １６０以上 

GTEC ９６０以上  １１９０以上 

TOEIC®（L & Rのみ） ５５０以上     ７８５以上 

TOEIC®（L & R + S & W の合計）     ７９０以上 １０９５以上 

TOEFL iBT®      ４２以上      ７２以上 

TEAP（4技能）     ２２５以上     ３０９以上 

TEAP CBT（4技能）     ４２０以上     ６００以上 

・いずれも取得時期は問わない。・GTECはオフィシャルスコア（検定受験の成績）のみを認める。・TOEFL 

ITPテスト、TOEIC L&R IP テスト・TOEIC S&W IP テストは対象とはならない。・TOEFL iBT®は MyBest™ス

コアも認める。・換算得点は 100点を上限とする。 

 

 試験場は、大阪会場のほか、一般選抜（前期）において、東京会場、名古屋会場、広島

会場、福岡会場を設置した。一般選抜（後期）は、東京会場、福岡会場を設置した。 

 入学者選抜成績優秀者特待生制度については、６年間の学納金が国立大学と同額となる

ようにその差額分を減免する制度を新設することで充実を図り、優秀な学生の確保に努め

た。学校推薦型選抜公募併願制及び一般選抜（前期）における制度であり、概要は以下の

とおりである。 
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免除額 
6年間免除総額 対象人数 

  1年次   2 年次以降 

 

4,614,200円 

 

4,614,200×5年間 

 

27,685,200 円  

学校推薦型選抜（公募併願制）1名 

一般選抜（前期）      2名 

※国立大学の授業料の年額は、平成十六年文部科学省令第十六号 国立大学等の授業料その他の費用に関す

る省令による。 

 

  ２０２３年度入学者選抜時に比べ１８歳人口が２万人減少したことに加え、ベネッセ/

駿台予備学校の模試データによると全国の大学入学共通テスト利用者のうち、歯学部志

望者が前年度比９４%と減少しており懸念もあったが、本学の入学者選抜志願者数は前年

に比べ２４０．７％と大幅に増加し、募集人員である１２８名を充足した。これまでの

本学の地道な入試広報活動に加え、入学者選抜制度の改革や入学者選抜成績優秀者制度

の新設などの一定の活動が実を結んだ結果であると考える。なお、転入学・編入学試験

については、６名の受験生がいたが合格者はいなかった。 

 

７．学生支援体制 

各学年の指導教授、助言教員、特別アドバイザー、教育アドバイザー、大学院生のＴ

Ａにより日々指導が行われている。「学生カルテ」を活用するとともに、学生には「学習

ポートフォリオ」の作成を通じて自己成長を確認させ、適切な助言を行った。特に「育

み教育」「寄り添い教育」による支援が必要な学生については、徹底した個人指導を行っ

た。 

学生部委員会では、『学生生活ハンドブック』を作成してポートフォリオに掲載し、ホ

ームルームの際にその活用を促した。各学年について、教員が楠葉学舎及び天満橋学舎

の研究室に在室し、学生の質問や相談に応じるオフィスアワーを設けた。 

高等教育の修学支援新制度について、文部科学省に機関要件確認申請を行い、対象機

関として認定を受けた。歯学部では２９名が授業料等減免学生となった。 

   健康管理については、「医務室」に平日は看護師が、また、毎週火・金曜日は医師（非

常勤）が在室し学生・教職員への対応を行った。また、楠葉学舎と天満橋学舎の「学生

相談室」に専門の臨床心理士（非常勤）を置き、学生の抱える問題に対応した。なお、

楠葉学舎では適宜電話相談を行った。 

定期的に学生部長、学年指導教授、助言教員又は特別アドバイザー、教務学生課職員、

臨床心理士及び看護師により、相談内容について共有を図り、解決に向けての協議を行っ

た。 

 

 

大学院歯学研究科の取り組み 

大阪歯科大学大学院歯学研究科は、大学院生に歯学・口腔科学に関する学術の理論及び

応用を教授研究し、その深奥を究めて文化の進展に寄与することを目的としている。 

そして、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程の編成・実施方針（カリキュ
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ラム・ポリシー）、入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）を定めている。 

 

〇ディプロマ・ポリシー 

歯学研究科に必要な年限在学して所定の単位を修得し、学位論文の審査及び最

終試験に合格した次の者に博士（歯学）の学位を授与する。 

 

・口腔科学研究を担う高度の専門知識と技術を修得して発展できる。 

・口腔科学に根ざした高度の医療技術を修得して応用できる。 

・研究者あるいは医療人として高い教養を身に付けて展開できる。 

・国際社会で医療人として貢献できる。 

 

 〇カリキュラム・ポリシー 

 歯学研究の目的である口腔科学の進歩に貢献し得る研究者を養成するために、

各専攻科で履修する講義、実習及び学位論文の作成に関する充実したカリキ

ュラムを策定している。 

主科目に関しては研究成果に基づき評価し、有為な人材育成を図っている。 

 

・生命科学の基盤の上に歯学並びに関連諸分野に関する深い洞察力と専門的 

知識の修得に加えて、課題探求能力を備えた研究者並びに高度な知識と技術 

を有する専門職業人養成のための教育を行う。 

・自立して研究を行うために必要な英語、研究倫理、研究手法などの実践的 

教育を行う。 

・先進的な口腔科学に関する研究を遂行できる能力を確立する。 

・全身との関わりの下で口腔科学研究を遂行できる医療人を育成する。 

・高い教養と学際的視点を涵養し、国際社会に貢献できる研究能力を獲得す 

る。 

 

 〇アドミッション・ポリシー 

建学の精神である「博愛と公益」の精神を享受し、次世代の研究者・教育者

としての基礎知識を有し、歯科医学の知のフロンティアを自ら率先して開拓

する強い意欲を有する人を求める。 

  

 ・口腔科学に探究心をもつ人。 

 ・高い倫理観とコミュニケーション能力を備えている人。 

 ・幅広い視野をもち、創造性とチャレンジ精神に富む人。 

 ・自ら問題を発見し、解決する力を備えている人。 

 ・グローバルな視野と語学力を身に付け、国際貢献を目指す人。 

 

１．海外学会発表助成及び学術研究奨励助成金について 

大学院生の海外学会発表助成は２件であり、大学院生の研究１３件に対して、学術
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研究奨励助成金として総額で２５０万円の助成を行った。 

 

２．ティーチング・アシスタント、ポスト・ドクトラルフェロー採用について 

    ティーチング・アシスタントは、学部学生に対する教育補助として２７名を採用し、

資質向上を図るための研修を２０２３年６月に実施した。また、ポスト・ドクトラル

フェローは、専門的研究に従事するものであり、１名を採用した。 

 

３．大学院生の入学者増加策等 

   臨床研修歯科医を対象に入試説明会を行った（２０２３年７月５日）。 

   ２０２４年度入試（２０２３年度実施）は、４３名（定員３０名）の入学者であっ 

た。このうち、外国人留学生特別選抜での入学者の１３名をはじめ、社会人特別選抜 

の入学者は１０名であった。 

 

４．大学院ＦＤについて 

   ２０２４年１月１７日（水）「Oregon Health & Science University (OHSU) School 

of Dentistry Research and Research Training」をテーマに、Hui Wu・オレゴンヘル

ス＆サイエンス大学教授を講師に実施した。 

 

 

Ⅲ．医療保健学部（口腔保健学科・口腔工学科）・大学院医療保健学研究科 

１．医療保健学部（口腔保健学科・口腔工学科）設置の趣旨 

  大阪歯科大学医療保健学部口腔保健学科・口腔工学科は、超高齢社会が必要とする優

れた歯科医療人を養成し、口腔の健康を通じて国民が健康で安心して暮らせる社会づく

りに貢献することを設置の趣旨としている。 

 

２．学修への取り組み 

  医療保健学部では、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム･ポリシーを定め、様々な課

題解決のため精力的に取り組んだ。 

 

医療保健学部のディプロマ・ポリシー 

専門技能に加えて、「博愛」の精神を以て患者が抱える問題を解決するとと

もに、自らが得た知識や考案した技能を「公益」の精神を以て世に提案して社

会に貢献できる人材を輩出する。 

 

・医療に係わる専門職としての基本的な知識力、技能力、判断力、問題解決力

を有している。 

・自らの講義・実習で得た知識・技能・態度をもとに導き出せた内容を適切に

提示できる能力を有している。 

・口腔保健に関する知識、技能及び技術に対して、科学的探究心と向上心を有

している。 
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・医療、福祉及び関連する制度に関する広い知識をもち、人々の口腔の健康に

寄与できる。 

・人と温かく接し、歯科医療を通じて社会に貢献する高い倫理観と人間性を持

っている。 

 

口腔保健学科のディプロマ・ポリシー 

医療保健学部のディプロマ・ポリシーに加えて、以下の能力を身に付けた

者に学位を授与する。 

 

・口腔の健康を守る専門職としての充分な知識と技能を身に付けている。 

・医療・福祉分野と多職種連携を図り、ケアプランを策定・実践できる医療 

専門職として、超高齢社会で主導的に活躍できる。 

・口腔の健康に関する問題の抽出力と解決能力を有している。 

 

口腔工学科のディプロマ・ポリシー 

  医療保健学部のディプロマ・ポリシーに加えて、以下の能力を身に付けた

者に学位を授与する。 

 

・口腔の健康に寄与できる専門職としての充分な知識と高い技能を身に付け 

ている。 

・医療・福祉分野と多職種連携を図り、知識と技能の提供と適切な提案ができ  

  る医療専門職として、超高齢社会で主導的に活躍できる。 

・口腔工学の発展に寄与し、歯科医療を向上させる能力を有している。 

・患者とのコミュニケーションを通じて、口腔内装置に関する問題の抽出と解  

 決能力を有している。 

 

医療保健学部のカリキュラム・ポリシー 

幅広い知識や技能を修得し、博愛の心をもち、柔軟に対応できる口腔保

健学士及び口腔工学士を育成するために必要な教育を施し、歯科医学・歯

科医療に携わる人材を輩出する。 

 

  口腔保健学科のカリキュラム・ポリシー 

 医療人としての幅広い教養とコミュニケーション能力を修得して問題解

決能力と向上心を醸成し、さらに、超高齢社会に適応する歯科医療専門職と

して機能的口腔ケア、訪問歯科診療及び幅広い歯科医学知識を修得させ、キ

ャリア教育、教養教育及び総合医学教育を行い、福祉や臨床歯科医学を探求

する。 
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・早期臨床体験学習やボランティア活動、臨地・臨床実習を通して、建学の

精神である「博愛」と「公益」の心を育成し、良識豊かな倫理観を持つ人間

力を養成するとともに患者とのコミュニケーション能力を育成する。 

・一般教養科目を配置し、社会人としての素養を身に付ける。 

・基礎系口腔科学、社会系口腔科学、臨床系専門教育及び臨床教育によって

歯科衛生士としての知識と技能並びに自主的に問題を抽出して解決する基

本的能力を育成する。 

・口腔工学科と合同の授業、医学及び福祉に関する科目を通して、医療コミ

ュニケーションと多職種連携能力を養成し、医療人としての自覚を醸成する。 

・「高齢者歯科学」、「口腔保健訪問実習」などの高齢者を対象とした科目を

充実させるとともに機能的ケアにも重点を置き、超高齢社会に適応する人材

を養成する。 

・総括教育で自らテーマを決めて探求し、プレゼンテーションすることで、向上心と歯

科医療を発展させる能力を養う。 

 

  口腔工学科のカリキュラム・ポリシー 

医療人としての幅広い教養とコミュニケーション能力を習得し、超高齢社

会に適応する歯科医療専門職として必要な新たな歯科技工技術であるデジ

タル加工技術、さらにキャリア教育、教養教育及び総合医学教育、並びに従

来あまり教育されなかった福祉、幅広い臨床歯科医学及びデジタル加工を学

習する。 

 

  ・「早期臨床体験学習」やボランティア活動、「医科歯科連携学実習」及び「口

腔工学病院臨床実習」を通して、建学の精神である「博愛」と「公益」の

心を育成し、良識豊かな倫理観を持つ人間力を養成するとともに患者との

コミュニケーション能力を養成する。 

  ・一般教養科目を配置し、社会人としての素養を身に付ける。 

・基礎系口腔科学、社会系口腔科学及び新しい技工技術を充実させた臨床 

系専門教育と臨床教育によって、歯科技工士としての知識と技能並びに自 

主的に問題を抽出して解決する基本的能力を育成する。 

・口腔保健学科と合同の授業、医学及び福祉に関する科目を通して、医療コ 

ミュニケーションと多職種連携能力を養成し、医療人としての自覚を醸成 

する。 

・高齢者歯科学、口腔工学訪問実習などの高齢者を対象とした科目を充実 

 させ、超高齢社会に適応する人材を養成する。 

・総括教育で自らテーマを決めて探究し、プレゼンテーションすることで、

向上心と歯科医療を発展させる能力を養う。 

 

  １）教育環境の整備 

学部の特色として、学生には入学時に一人 1台のノート PCを貸与しており、学修支 
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援ポータルサイト「A-portal」を使用し、学生への諸連絡や学生と教員間のコミュニ 

ケーションを行うとともに、学生自身が授業の出欠管理、課題提出、履修や成績管理 

を行うことのできる環境を整えている。 

このシステムはクラウドサーバーを使用しており、インターネットに接続できる環 

境であればどこからでもアクセスでき、本学の教員だけでなく、学外の非常勤講師か 

らも利便性が高く、学生と教員との円滑なコミュニケーションときめ細やかな学習サ 

ポート体制を実現している。 

 

 ２）臨床実習等 

臨床実習と社会福祉士関連の実習については、新型コロナウイルス感染症の影響の

ために、実習先の病院や福祉施設の状況によって、実習の中止あるいは受け入れ人数

の縮小を余儀なくされた。このために、学内施設において、これらの実習と同等の学

修成果が得られるように配慮した実習を新たに編成して学修時間と成果を確保した。 

 

 ３）国家試験対策 

   第４期生の国家試験合格率１００％の達成に向けて、国家試験対策講座を国家試

験直前まで継続して実施した。学習指導強化を図るため、各学科において対象学生

を選定し、担当教員は、学生との面談を踏まえ、具体的な学習計画を立案し個別指

導を行った。 

 その結果、「第３３回歯科衛生士国家試験」及び「令和５年度歯科技工士国家試験」

において、４年連続で、合格率１００％を達成した。 

 

・第３３回歯科衛生士国家試験 

    口腔保健学科６７名が受験し、６７名全員が合格。 

・令和５年度歯科技工士国家試験 

口腔工学科２４名が受験し、２４名全員が合格。 

・第３６回社会福祉士国家試験 

１５名（新卒６名・既卒７名）が受験し、９名（新卒者６名、既卒者３名）が 

合格。 

 

３．学生の受け入れ 

医療保健学部が求める学生は、「思いやりの心を持ち、人と温かく接して協調性とコミ

ュニケーション能力に優れ、医療と福祉に高い関心と学習意欲を持ち、社会に貢献でき

る医療人となるための絶え間ない学習と努力ができる者」とする。各学科においてのア

ドミッション・ポリシーは以下の通りである。 

 

口腔保健学科のアドミッション・ポリシー 

口腔の健康に寄与するためには、自己管理ができることが必要である。また、多職

種連携のためには協調性が重要である。さらに、歯科医療の発展のために独創性があ

る発想を持つことが必要であり、口腔保健学科として次のような学生を求める。 
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・ 口腔保健学を学ぶための充分な基礎学力を有する人 

   特に「英語」、「数学」、「国語」及び「生物」について高等学校までに履修した、教

科書レベルの基礎的な知識を有する人 

・ 既存の概念にとらわれず、知識や技術への旺盛な探究心を持ち、向上に取り組む

志を持つ人  

・  他者の話を聞き、協調して問題に取り組める人 

 ・  自己の健康管理ができる人 

・ 人の健康の維持と増進に貢献する意欲がある人 

 ・ 口腔の衛生管理に強い関心がある人 

 

口腔工学科のアドミッション・ポリシー 

口腔の健康に寄与するためには、自己管理ができることが必要である。また、多職

種連携のためには協調性が重要である。さらに、口腔装置の製作技術に優れ発展させ

るためには科学技術への関心と開発への興味が必要であり、口腔工学科として次のよ

うな学生を求める。 

・ 口腔工学を学ぶための充分な基礎学力を有する人 

特に「外国語(英語)」、「数学」、「国語」、「生物」、「物理」及び「化学」について、

高等学校までに履修した、教科書レベルの基礎的な知識を有する人 

・ 既存の概念にとらわれず、知識や技術への旺盛な探究心を持ち、向上に取り組む 

 志を持つ人 

・ 科学技術に関心がある人 

・ 他者の話を聞き、協調して問題に取り組める人 

・ 自己の健康管理ができる人 

・ 人の健康の維持と増進に貢献する意欲がある人 

 

２０２３年度は、感染防止対策を十分に講じた上で、従来の来場型オープンキャンパ

スを全６回実施し、またスタッフが個別にキャンパスを案内する個別見学型オープンキ

ャンパスも実施した。 

 

  【２０２３年度オープンキャンパス】 

  第１回 ３月２１日（火・祝)   牧野学舎  ４９名 

  第２回 ５月１４日（日）    牧野学舎  ３４名 

  第３回 ６月１８日（日）    牧野学舎  ５０名 

   第４回 ７月２３日（日）    牧野学舎  ５２名 

  第５回 ８月１０日（木）    天満橋学舎 １１名（口腔工学科限定） 

  第６回 ８月２０日（日）    牧野学舎  ５７名 

 【個別見学型】２０２３年度    牧野学舎  ３４名 

 

  以上 ６回の来場型オープンキャンパスと個別見学型オープンキャンパスの参加延べ

人数（生徒のみ）は、２８７名であった。 
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  その他、大阪府・京都府・兵庫県を中心に高等学校訪問、校内での入試ガイダンスを

実施、近畿・中四国を中心に会場での進学相談会に参加し、進学情報ウェブサイトへの

入試情報の掲載、広報チラシの近畿圏の延べ１０００校を超える高等学校への送付など、

積極的に広報活動を展開した。 

 

  【入学者選抜成績優秀者特待生制度】 

・医療保健学部 

  授業料４年間免除 

   ８４万円×４年 

   ４年間免除総額３３６万円、対象者３名 

  以上、入試広報活動の結果、医療保健学部の８期目の入学者数は、口腔保健学科で 

８０名、口腔工学科は１７名となった。 

 

４．就職支援の取り組み 

  医療保健学部では、牧野学舎福利厚生棟１階にキャリアセンターを設置し、就職支援

システムを活用した求人情報の提供、就職相談や面接指導など、学生の就職活動をサポ

ートし、定期的にキャリアセミナー、就業体験事業、業界研究セミナーなども開催して

いる。 

  第４期卒業生の進路について、口腔保健学科においては、歯科診療所と総合病院に大

半が就職し、口腔工学科においては、歯科技工所、附属病院、歯科診療所、歯科関連企

業など就職先は多岐にわたる結果となった。 

 

第４期卒業生 

【口腔保健学科】             【口腔工学科】 

 求人数１，３０９人（１９．５倍）（※１） 求人数２８４人（１１．８倍）（※１） 

 就職６４名、その他（活動中等）３名   就職１６名、その他（本学大学院進学など）

８名 

 ・総合病院    ２０．９％       ・歯科技工所     ４５．８％ 

 ・歯科診療所   ６８．６％       ・総合病院       ４．２％ 

 ・歯科系企業    ４．５％       ・歯科診療所      ８．３％ 

・本学附属病院   １．５％       ・歯科系企業      ８．３％ 

 ・その他      ４．５％       ・その他（進学含む） ３３．４％ 

  （※１）求人数は、医療機関のみの数字                       

 

５．学部独自の取り組み 

  １）社会連携活動 

２０２３年度は、６月３日（土）寝屋川市「歯の健康展・市民の集い」、翌日６月４

日（日）枚方市保健センター「ウォーキングイベント」に、学部学生及び教員がボラ

ンティアとして参加し、災害時の歯科グッズの備えや歯磨き・お口のケアの仕方など

の資料配布や説明を行った。また、７月２８日（金）には、枚方市内の小学生を招い
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ての「歯科大わくわくキッズセミナー＠まきの」を開催。学部学生が説明・指導し、

小学生は歯とお口について楽しく学ぶ機会となり、好評のうちに終了した。 

 

２）２０２３年度生涯学習セミナー 

   ２０２３年度は、８月２６日（土）、天満橋学舎西館 8 階デジタル加工室におい 

て、口腔内スキャナー第３回ハンズオンセミナーを開催、セミナー内容は口腔内ス

キャニング３Ｄプリンタによるコピーデンチャー製作で本学部卒業生４名が参加

した。 

２０２４年１月２７日（土）には学外から講師を招き、天満橋学舎創立１００ 

周年記念館において、社会福祉セミナー「臨床で役立つ！Ｄｒ・ＤＨ・ＤＴ向け社

会福祉セミナー」として、外部講師（堀内桂氏・社会福祉法人北摂杉の子会）によ

り、「発達障害」に関する理解を深める講演が行われ、卒業生７名、在校生３名、

教員１４名が参加した。 

 

６．大学院医療保健学研究科   

 ・口腔科学専攻（修士課程） 

   ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

    大阪歯科大学大学院医療保健学研究科口腔科学専攻（修士課程）では、修了ま 

   でに所定の単位を修得し、修士論文の審査及び試験に合格した者に修士（口腔科 

学）の学位を授与します。修得を必要とする能力は次のとおりです。 

１．医療保健学を発展させて人の健康に寄与する研究・開発ができる。 

２．医療保健学に関する先進の高度な専門的知識と技能を持つ。 

３．専門的知識と技能を教育できる。 

４．医療保健学に関する広い見識を持つ。 

５．国際的視野を持つ医療人として活躍できる。 

 

   カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施方針） 

     大阪歯科大学大学院医療保健学研究科口腔科学専攻（修士課程）では、学生を

ディプロマ・ポリシーの示すレベルに到達させるために、次のカリキュラム・ポ

リシーを設定しています。カリキュラム・ポリシーに基づいて必要な科目を配置

し、教育課程を編成、実施します。そして、レポート、プレゼンテーション及び

討議への参加に重点を置いて各科目の到達度を評価するとともに、修士論文を厳

正に審査します。 

   １．研究に関する基礎的な学修を通じて、研究の立案、計画及び実行能力を身 

     に付ける。 

   ２．統計手法の学修を中心に、研究情報の集計・分析能力を身に付ける。 

   ３．論文作成やプレゼンテーション法を学修し、研究結果を提示する能力を身 

に付ける。 

   ４．研究実習によって、医療保健学を発展させる能力を養う。 

   ５．専門性の高い科目によって高度な専門的技能と知識を涵養する。 
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   ６．教育学に関する科目を設け、教育力を養成する。 

   ７．歯科衛生士と歯科技工士との合同の科目で広い視野を養う。 

   ８．英語科目と国際医療に関する科目によって、高い語学力と国際的視野を養 

     う。 

  

   アドミッション・ポリシー（入学者受け入れの方針） 

    大阪歯科大学大学院医療保健学研究科口腔科学専攻（修士課程）が求める学生 

   は、医療人としての倫理観を持ち、人の健康を口腔を通じて維持・向上させる意 

   欲をもって研究や教育に取り組む努力ができる者です。また、歯科衛生士と歯科 

   技工士の両方が交流して学修するため、それぞれの専門のみならず、広く医療保 

   健学としての学術的探究心やコミュニケーション能力を持つことを求めます。 

   上記の考えから、アドミッション・ポリシーを定め、次のような学生を求めます。 

   １．歯科衛生士又は歯科技工士の資格を持ち、本学大学院課程の履修に必要な 

     学力を持つ者 

   ２．医療保健学への学術的探究心と発展に貢献する意欲を持つ者 

   ３．基本的な情報処理ができる者 

   ４．自ら問題を発見し、解決する力を備えている者 

   ５．高い倫理観とコミュニケーション能力を備えている者 

   ６．学士課程修了レベルの英語を修得している者 

 

高度な専門的知識と技能を持つとともに歯科医療の変革に応じられる歯科医療人、並

びに歯科衛生士や歯科技工士の専門性を生かした研究を通じて歯科医療の発展に貢献で

きる人材を養成して歯科医療の発展と人々の健康の増進に寄与することを目的としてい

る。修業年限は２年、入学定員は１０名である。教育課程編成・実施方針（カリキュラ

ム・ポリシー）、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）、入学者受け入れ方針（アドミ

ッション・ポリシー）を定めて学生募集活動を行った結果、２０２４年度には８名が入

学した。口腔科学専攻（修士課程）の教育課程は、基礎科目、専門科目、専門研究の３

つの科目群にカリキュラムを分類するとともに７つの研究分野を設けて行われている。

２０２４年３月の修士（口腔科学）の学位取得者数は９名であった。 

 

・口腔科学専攻（博士課程（後期）） 

  ディプロマ・ポリシー（学位授与方針） 

大学院医療保健学研究科口腔科学専攻博士課程（後期）では、修了までに所定の単位 

を修得し、博士論文の審査及び試験に合格した者に博士（口腔科学）の学位を授与します。

修得を必要とする能力は次のとおりです。 

１．医療保健（口腔保健学、口腔工学）における独創的な研究を自立的に立案し実践でき

る。 

２．他の機関と協力して研究・開発できる。 

３．医療保健（口腔保健学、口腔工学）に関する教育者や研究者を養成する指導力を 

持つ。 
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４．教育、医療及び研究機関における管理能力を持つ。 

５．広い視野をもって教育と研究を遂行できる。 

 

  カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施方針） 

     大学院医療保健学研究科口腔科学専攻博士課程（後期）では、学生をディプロマ・ポリ

シーの示すレベルに到達させるために、次のカリキュラム・ポリシーを設定しています。カリ

キュラム・ポリシーに基づいて必要な科目を配置し、教育課程を編成、実施します。そして、

レポート、プレゼンテーション及び討議への参加に重点を置いて各科目の到達度を評価す

るとともに、博士論文を厳正に審査します。 

    １．研究指導論を学修して、口腔保健学や口腔工学に関する研究指導者としての能力を 

       身に付ける。 

    ２．高度専門研究を通じて博士水準の口腔保健学や口腔工学に関する研究力を身に付 

ける。 

    ３．人材管理と組織運営を学修して、歯科衛生士や歯科技工士の教育・研究における管 

理者能力を養成する。 

    ４．企業や他分野の研究や労働衛生の学修から研究者としての素養を高める。 

 

  アドミッション・ポリシー（入学者受け入れ方針） 

大学院医療保健学研究科口腔科学専攻博士課程（後期）が求める学生は、医療人と

しての倫理観を持ち、医療保健学、特に口腔保健学や口腔工学に関する教育と研究能

力を持ち歯科医療の発展に貢献する強い意欲を持つ者です。上記の考えから、大学院

医療保健学研究科口腔科学専攻博士課程（後期）におけるアドミッション・ポリシー

を定め、次のような学生を求めます。 

 

１．医療保健学（口腔保健学、口腔工学）に関連する基本的な研究能力を持つ者 

２．医療保健学（口腔保健学、口腔工学）に関連する学生に対する教育ができる 

３．歯科医療の発展に貢献する強い意欲を持つ者 

４．学術研究に必要な外国語の語学力を持つ者 

５．本学大学院博士課程（後期）の履修に必要な専門的知識と技能を持つ者 

６．医療人にふさわしい倫理観を持つ者 

 

歯科衛生士、歯科技工士に関係が深い口腔科学分野での研究能力を高めるとともに、

研究指導者としての能力、併せて教育研究機関における管理能力を持つことを目標と

している。修業年限は３年であり、２０２４年度入試では、入学定員同数の３名が入

学した。教育課程は、共通科目、専門科目、研究科目の３つの科目群にカリキュラム

を分類するとともに、３つの研究領域を設けて体系的に教育を行っている。２０２４

年３月の博士（口腔科学）の学位取得者数は３名であった。 

 

７．医療保健学部・歯科衛生士研修センター 

厚生労働省による「平成３０年度歯科衛生士に対する復職支援・離職防止等推進事
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業実施団体公募要領」に基づき、応募し、採択され、実施団体の委託を受け、開設し

た大阪歯科大学歯科衛生士研修センターは、委託期間の５年間で、延べ１７１名の受

講生を輩出した。５年間の委託の終了に伴い、２０２３年度からは従来の附属病院管

轄から医療保健学部に移管され、医療保健学部のリカレント教育部門となり、大学独

自の事業として、従来の事業（復職支援・離職防止）を継承しつつ、生涯学習を視野

に入れ、更なる発展的事業展開を行うこととした。 

会員登録制を導入し、これまでの「Ａ 専門基礎研修」（１２コースから選択)と、「Ｃ 

臨床研修」(９診療科から選択)の研修時間を凝縮し、より学びやすくした。修了証書

発行の要件は「Ａ 専門基礎研修」６回以上及び「Ｃ 臨床研修」６日以上受講するこ

ととし、日本歯科衛生士会の第５次生涯研修制度（２）特別研修の３単位の取得が可

能である。 

そして新たに、一年を通じていつでも自由に研修場所として活用できるよう「Ｂ 自

己学習研修」を設けた。自らが決めた研修内容に沿って、必要な器材や動画の媒体な

どを借用し、研修ができる。 

会員登録者は８８名となり、「Ａ 専門基礎研修」は延べ８４名、「Ｃ 臨床研修」は

延べ２８名の研修が行われた。従来行ってきた「フォローアップ研修」や「公開セミ

ナー」は引き続き開催した。公開セミナーは「次世代に向けて求められるもの」をメ

インテーマとして、２０２３年１１月２３日に会場開催を行い、１２月８日～１２月

２５日の期間にはオンデマンド配信を行い、合わせて５７名（会場参加２５名）の受

講者があった。アンケートの回答は３４名であった。また、口腔内スキャナー講習会

（歯科衛生士養成校教務対象）や歯科英語講座の企画も加え、受講者からは高評価を

得た。 

 

 

 Ⅳ．看護学部看護学科 

  １．設置の経緯・趣旨等 

    本学では、２０２０年３月「２０２０年度～２０２４年度中期計画」並びに「２０ 

２０年度事業計画」が理事会・評議員会で承認された。 

   特に「２０２０年度事業計画」の中で、本学の重点項目の一つとして、「医療人育 

成の一翼を担ってきた本学の実績を基に、２０２４（令和６）年４月の看護学部（仮 

称）開設に向けた準備を一層加速させる。保健・医療・福祉サービスにかかわる専門 

職の領域を広げ、国民の健康な暮らしの実現に貢献するために、看護実践力を養うこ 

とはもとより、本学ならではの歯学部、医療保健学部との協働による多職種連携の展 

開や、地域住民の方々との交流を深めるなどの特色ある教育研究の実現を目指す。」 

との基本的な方針が明記された。 

その後、看護学部開設準備委員会、理事会、評議員会での慎重な審議を経て、 

２０２２年１２月に、文部科学省への看護学部（仮称）設置申請が承認された。 

これと同時並行的に、教育研究上の目的と養成する人材像、教育課程の編成、教員

組織などの検討や、看護学部基本棟となる「楠葉西学舎」の設計と建設が進行した。  

看護学部の基本コンセプトである「人とのつながり、地域とのつながりを育むキ
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ャンパス」をモットーにした「楠葉西学舎」の敷地面積は、１０，１２８．０６㎡、

建築面積３，１１７．７８㎡、地上５階で、１階は、地域交流フロアとして、地域

連携・実践研究センター、キャリア支援室を備え、その他レストランとカフェ、課

外活動室、事務室があり、２階には、図書館等の Society5.0フロア、３階・４階

は各シミュレーションルーム等の看護学実践フロア、５階は研究室のある看護学研

究フロアを備えている。 

そして、２０２３年９月４日付で、文部科学省から大阪歯科大学看護学部看護学科

の設置が認可された（保健師学校、看護師学校指定は２０２３年９月１１日付）。開設

年月日は２０２４年４月１日、入学定員は８０名（内保健師選択制１０名）であり、

以下の３つのポリシーを定めた。 

  

 【ディプロマ・ポリシー】 

 本学部は、以下のディプロマ・ポリシーに基づく能力を身につけ、「大学学則」に基

づく授業科目及び単位数の修得等の規定要件を満たした学生に対しては卒業を認定し、

学士（看護学）を授与する。 

• 看護の対象となる人々の人権を守り、多様な価値とその人らしさを尊重した態度

を身に付け、行動することができる 

• 看護の基礎知識・技術を身に付け、科学的根拠に基づき計画的に健康問題の解決

に取り組むことができる 

• あらゆる健康レベル、ライフステージにある対象の特定の健康課題に対して、自

分にできる最善の看護を実践することができる 

• 地域で生活する人々をとりまく環境と支援体制を把握し、保健・医療・福祉チー

ムの一員として多職種と連携・協働し、看護活動に取り組むことができる 

• 多様化する社会や健康ニーズに関心をもち、看護を探究し、看護のプロフェッシ

ョナルとして自己研鑽し続けることができる 

【カリキュラム・ポリシー】 

    ディプロマ・ポリシーに掲げた内容を達成するために、教育課程は、基礎科目、専 

  門基礎科目、専門科目３科目区分から構成し、以下の方針に基づいて編成する。 

   本学部のカリキュラム・ポリシーは、以下のとおり定めた。 

• 人間理解を深め、看護の対象を多様な文化・価値をもった生活者として捉え、人々

の尊厳・人権を擁護するケア態度と対人関係形成の基本を身に付ける素地を培う

ため、基礎科目として、「人間探究」科目群、「言語とコミュニケーション」科

目群を配置する。 

• 看護の対象となる人や家族、集団、地域を多面的かつ意図的にアセスメントし、

健康問題解決に適した看護技術を選択して、安全かつ効果的に、根拠に基づく計

画的な看護を実践する能力を育成するために、基礎科目の「科学的思考の基盤」、

専門基礎科目及び専門科目を配置する。 
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• 専門基礎科目は、看護の対象である人間の身体を系統的に理解し、疾病と治療に

関する基礎知識及び保健医療福祉システムに関する基礎的な知識を修得するため、

「人体の構造と機能」「疾病と治療・回復」「健康支援と社会保障制度」の 3つ

の科目群を設け、科目を配置する。 

• 専門科目は、専門基礎科目の知識・技術を基盤とし、あらゆる発達段階・健康状

態・生活の場にある人々を支援するための理論と援助技術を学び、ヒューマンケ

アリングを体現化する実践力を身につけ、看護の統合的学修を目的として、「基

礎看護学」「地域・在宅看護学」「成人看護学」「老年看護学」「小児看護学」

「母性看護学」「精神看護学」「看護の統合と発展」の 8つの科目群を設け、科

目を配置する。 

• 看護専門職として地域の特性やサービス提供のしくみを理解し、地域で療養生活

する人々に対して基本的な援助ができるとともに、地域包括ケアの様々な活動の

場における多職種と連携・協働する力を養うための科目を配置する。 

• 看護職としてのキャリアを発展させていく意義を自覚し、自ら看護職としての能

力を高め拡大していくために、将来にわたり継続的に自己研鑽を行うための基礎

的能力を養うための看護キャリア形成科目を配置する。 

• 保健師教育課程を履修できる選択科目を配置する。 

    ＜教育方法＞学生一人ひとりの資質及び個別の能力に応じた効果的な教育を実現す

るために、次の教育方法を導入する。 

• 知識の理解を目的とする教育内容は、アクティブ・ラーニングやシミュレーショ

ン教育など、様々な教育方法を取り入れ、知識体系を理論的かつ統合的に学べる

ようにする。 

•  課題や患者情報の提供などによる、グループワークやシミュレーターをはじめと

する教材及び医療器機等を活用した教学環境を整備し、学修者が主体的・能動的

に学べる教育方法を実践する。 

• 自ら学ぶ力の醸成や能動的学修を支援するため、学内のネットワーク環境、LMS

（learning management system）などの ICT 環境を提供し、学生個々の学修成果

についてルーブリックを用いた形成的評価を行うための仕組みを整備する。 

• きめ細やかな教育ができるよう、必要に応じて少人数グループで授業を実施する。 

•  あらゆる年齢、あらゆる健康状態にある対象の口腔健康管理に関する全人的な健

康支援を「看護の視点」でとらえ、専門的援助ができる能力を育成するために、

関連性の高い科目群において、看護と口腔健康管理の有機的連関を図る授業を実

施する。 

  ＜評価方法＞公平性と透明性を確保するために、達成すべき基準をシラバスに科目ご

とに定め、明示し、筆記試験・実技試験・レポート・実習評価等から多面的・総合的

に評価を行う。 

【アドミッション・ポリシー】 
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看護職は、患者を中心にその家族、医療チームのメンバーをつなぎ、安全で安心 

な治療の支援と、あたたかなケアを実現する「要（かなめ）」となる存在である。 

本学部の教育目的は、「博愛と公益」という建学の精神に基づき、予測不可能な時 

代にあっても、ヒューマンケアリングを基盤とし、人々の生命を守り、その人らし 

い生活の営みを支えるために、科学的根拠に基づいた確かな看護実践力を備え、医 

療チームの一員として地域の保健・医療・福祉に貢献できる探究心と自己研鑽力を 

身に付けた人材養成である。したがって、本学部では、当該人材養成に必要な入学 

生の確保に向け、多様な入試選抜方式を用意し公正かつ厳正な選考を行う。 

本学部のアドミッション・ポリシーは以下のとおりである。 

【求める人物像】 

• 命を大切に感じ、人をいつくしみ、人の可能性を信じ、理解するという他者との関

係性の構築に前向きに取り組むことができる者 

• 周囲に対する協調性や思いやりの心を持ち、相手の個性を尊重し、相手の話に耳を

傾けることができる者 

• 保健・医療・福祉分野に関心をもち、看護学に関する学習に意欲的に取り組むこと

ができる者 

• 専門知識修得のために最低限必要な高等学校までの基礎学力を有する者 

• 将来、保健・医療・福祉の現場で看護実践家として、看護の力をもって社会に貢献

する意思のある者 

具体的に、以下に高等学校で修得しておくことが望ましい学修成果と水準及び基本

方針を示す。 

【入学までに修得しておいてほしい学習成果と水準】 

予見の困難な時代の中で新たな価値を創造していく力を育てるために、高校教育で

培われた「学力の３要素」(１.知識・技能、２.思考力・判断力・表現力、３.主体

性をもって多様な人々と協働して学ぶ態度)を大学教育で更なる伸長を図るため、次

に掲げる知識・思考・態度などを備え、入学後の学びに主体的に取り組むことがで

きる者が望ましい。 

知識・技能 

• 高等学校の教育課程において、幅広く教科・科目を修得し、論理的に文章を読み解

き、自分の考えを論理的に文章として書くことのできる基礎学力 

• 看護の基礎となる生命現象に対する数学、理科(生物・化学)の基礎学力 

 

思考力・判断力・表現力 

• 自然科学の現象について自ら調べ、論理的に考えることができる 

• 他者の意見に耳を傾け、自分の考えも適切に相手に伝えることができる 
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主体性をもって多様な人々と協働して学ぶ態度 

• 倫理・道徳観を持ち、生命や人の尊厳を大切にする態度 

• 主体的に生徒会活動や特別活動、ボランティア活動などの課外活動に参加し、他者

と協調しながら行動しようとする姿勢 

【入学者選抜の基本方針】                                           

入学者の選抜方法として、総合型選抜、特別選抜、学校推薦型選抜（指定校制・公募

制）、一般選抜・前期(2教科型・3教科型特待生チャレンジ)、一般選抜・後期、大学

入学共通テスト利用選抜（前期・後期）、というさまざまな入学者選抜方式を採用し、

総合的に判断し、多様な人材を受け入れることを目指す。 

• 知識・技術 

個別学力検査、調査書、志望理由書、学修計画・意欲などを確認する書類で評価す

る。 

• 思考力・判断力・表現力 

個別学力検査、面接、志望理由書、学修計画・意欲などを確認する書類で評価する。 

• 主体性をもって多様な人々と協働して学ぶ態度 

面接、調査書（課外活動）、学修計画・意欲などを確認する書類で評価する。 

２．学生の受け入れ 

    上記のアドミッション・ポリシーに基づいて、２０２３年度に合計７回のオープ 

ンキャンパスを開催した。合計７回（５月～９月まで）延べ２８７名が参加した。 

  （実施場所）楠葉学舎 

   第１回：５月２８日（日）２８名、第２回：６月１８日（日）３１名 

   第３回：７月２２日（土）４３名、第４回：７月２３日（日）３１名 

   第５回：８月１９日（土）４５名、第６回：８月２０日（日）４５名 

第７回：９月１７日（日）６４名 

 

入試広報の一環として、本年で通算２回目となる「大阪歯科大学ＳＤＧｓＡＷＡ

ＲＤＳ」（後援／読売新聞大阪本社、読売中高生新聞、Benesse（株）進研アド）を

実施し、高校生を対象に懸賞論文を募集し、２０２４年２月に高校生２１名を表彰

した。 

それ以外にも看護学部独自のパンフレット制作、受験雑誌、Web媒体、京阪電車交

通広報の掲出、さまざまな広報を展開した。 

また、一般選抜（前期３教科型）の受験生を対象とした入学者選抜成績優秀者特

待生制度を設け、優秀な学生の確保につとめた。この制度で特待生に認定された者

のうち A種（１１０万円減免）で３名、B 種（５５万円減免）で１７名の学生が入学

したことから一定の効果があったのではないかと考える。 

 ２０２４年度入学者選抜区分別の志願者数は、総合型選抜で１９名、ファミリー

特別選抜で１名、学校推薦型選抜で６５名、一般（前期・２教科型、３教科型・後

期）で１０８名、大学共通テスト利用（前期・後期）で２５名となっており合計で
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２１８名の志願者であった。そのうち２１６名が受験し、１７１名が合格し、最終

的には、開設第 1期の入学者数は、定員を上回る１００名（男子８名、女子９２名）

の入学者を確保することができた。 

 

３．学部関係組織・規程、学生生活の指針等の整備 

新入生授業開始を控え、履修の方法や学生生活のためのルールを定めた諸規程の 

整備を行った。 

・管理運営組織、教員組織、学則、各種委員会規程、履修規程、実習計画 

・学生生活のルール（授業時間割、シラバス、学生生活ハンドブック等） 

 

 

Ⅴ．研究に関すること 

１．科学研究費の獲得に向けた取り組み 

２０２４年度文部科学省科学研究費助成事業への申請及び採択件数の増加促進のた

めの説明会は、新型コロナウイルス感染防止の観点から集合形式では行わず、全教員

に関係資料をメールで配信し、各種問い合わせは随時対応した。 

 

２．ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）関連の研究・教育の推進 

   本学は、楠葉学舎所在の枚方市の取り組みである「枚方市ＳＤＧｓ推進登録制度」

に賛同（２０２２年８月２９日付認定、枚方市所在の大学としては初）し、パンフレ

ット『大阪歯科大学 ＳＤＧｓ推進に向けて わたしたちにできることから』に掲載さ

れている特色ある研究・教育を推進した。 

 

３．知的財産関係 

   本学は、「知的財産取扱規程」において、教職員等の発明及び特許等に関する取扱を

規定し、本学における知的財産活動に関する事項について審議及び決定し、職務発明

等の取扱に関する審査を適正かつ公正に遂行し、知的財産権の実施及び管理並びに活

用について審議するために知的財産委員会と発明検討委員会を設置している。２０２

３年度は、発明届出５件、出願審査請求の要否４件などの審査を行った。 

 

４．研究不正行為防止、公的研究費の管理について 

   本学は、研究に対する基本的な考え方として「大阪歯科大学における公正な科学研

究の推進について」をホームページに掲載している。 

    研究不正行為防止に関しては文部科学省の「研究活動における不正行為への対応等

に関するガイドライン（平成２６年８月２６日文部科学大臣決定）」に基づき、毎年度

チェックリストを、歯学部主任教授会及び医療保健学部教授会において確認後、同省

に提出している。 

    公的研究費管理については、文部科学省の「研究機関における公的研究費の管理・

監査のガイドライン（実施基準）」に基づき、毎年度チェックリストを、歯学部主任教

授会及び医療保健学部教授会において確認後、監事の確認を経て同省へ提出している。 
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    啓発活動として「公的研究費の不正使用防止に係る啓発活動（Ｎｏ.１～Ｎｏ.４）」 

   を教職員全員に対してメール配信を行い、所属長に所属部署の構成員への周知徹底を  

依頼した。 

   公的研究費採択者（分担者含む）を対象に、コンプライアンス研修を兼ねた科研費 

執行説明会を２０２３年７月３１日に開催した。 

 ２０１９年度より「人を対象とする医学系研究に係わる教育」として導入した一般

財団法人公正研究推進協会（ＡＰＲＩＮ）の eラーニングを研究倫理教育にも利用し、

科研費申請の条件としている。 

 大学院生に対しては研究倫理の講義を受講後、ＡＰＲＩＮ e ラーニングを受講する

こととしている。学部学生の講義においても研究倫理の内容を含む授業を行っている。 

  また、公的研究費の取扱いに係る事務職員についてもＡＰＲＩＮ e ラーニングを受講

することとし、関係者全員が受講している。 

 

５．組換えＤＮＡ実験に関する安全管理について 

   本学は、組換えＤＮＡ実験を計画し、実施する際に遵守すべき安全確保に関する基

準を示し、実験の安全かつ適切な実施を図ることを目的として「組換えＤＮＡ実験安

全管理規程」を制定し、組換えＤＮＡ実験に関する事項について、実験計画の法律・

省令等の適合性等を調査・審議するために組換え DNA実験安全委員会を設置している。

２０２３年度は研究計画１件の審査を行った。 

   また、実験従事者へ実験開始前に法律・省令及びこの規程を熟知させ、危険度に応

じた微生物安全取り扱い技術等の教育訓練を行っている。２０２３年度は、５月２３

日に「組換えＤＮＡ実験安全講習会」を開催した。 

 

６．医の倫理委員会について 

   本学における人を対象とする医学系研究が、世界医師会ヘルシンキ宣言、関連法規

及び国の指針に基づいて適正に実施されるよう、医の倫理委員会において人を対象と

する歯学・医学研究実施規則に基づき申請された研究計画の審査判定及び審議等を行

っている。２０２３年度は６４件の研究課題について審査を行い承認した。 

 

７．動物実験委員会について 

   本学は、動物実験等を科学的観点、動物愛護の観点及び環境保全の観点並びに実験

等を行う教職員・学生等の安全確保の観点から適正に行うために「動物実験規程」を

制定し、研究者から提出された動物実験計画の審査等を行うために動物実験委員会を

設置している。２０２３年度は動物実験計画書９３件の審査を行い、８９件の学長承

認が与えられた。 

   また、実験動物管理者、動物実験実施者及び飼養者に対し、動物実験等の実施並び

に実験動物の飼養及び保管を適切に実施するために必要な基礎知識の習得を目的とし

て教育訓練を行っている。２０２３年度は、第１回として、２０２３年６月２１日、

６月２８日から７月１９日の間はオンライン（オンデマンド）形式で実施し、第２回

として、１０月１９日から１１月９日にオンライン（オンデマンド）形式で実施した。  
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８．大阪歯科大学学術リポジトリの開設と教育研究業績の公開について 

    文部科学省が推進する学術情報の公開については、「大阪歯科大学学術リポジトリ」

を立ち上げ、内容の充実に努めている（Ⅸ．附置施設の活動３５ページ参照）。 

毎年度『大阪歯科大学教育研究論文目録』をまとめている。２０２３年度は、冊子 

体は作成せず、全体を学内ホームページに掲載するとともに、研究室ごとに学外向け 

ホームページに掲載している。 

 

 

Ⅵ．外部資金による教育研究等の進展 

２０２３（令和５）年度の文部科学省・日本学術振興会の科学研究費を含む外部資金の

獲得状況は以下のとおりであった。 

   〇令和５年度科学研究費助成事業（科研費）（新規＋継続） 

     基盤研究（Ｂ）       ３件 

    基盤研究（Ｃ）      ４１件 

    挑戦的研究（萌芽）           １件 

    若手研究              ２５件 

    研究活動スタート支援          １件 

合計       ７１件 

 

 

    科研費交付額    直接経費 ８，３２０万円 

      間接経費 ２，４９６万円 

    合計      １億８１６万円 

（※ 基金分・継続課題については交付申請書に記載の額で計算） 

 

〇令和５年度私立大学等経常費補助金（日本私立学校振興・共済事業団） 

 （一般補助＋特別補助）３億７２５万８，０００円 

 

〇大学等における修学の支援に関する法律による令和５事業年度授業料等減免費交付 

金（日本私立学校振興・共済事業団） ４，５６７万５，５００円 

 

〇令和５年度臨床研修費等補助金(歯科医師)（厚生労働省） 

７，３２９万１，０００円 

 

〇大阪府医療機関等物価高騰対策一時支援金（大阪府）   １０５万円 

 

〇大阪府医療機関食材料費高騰対策一時支援金（大阪府）   ２２万４，０００円 

 

〇大阪市医療機器等物価高騰対応支援金（大阪市）      ５２万５，０００円 
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〇オンライン資格確認端末機に係る補助金（厚生労働省）  ２３３万２，０００円 

 

 

Ⅶ．国際交流 

本学は、従来からグローバル人材の育成に積極的に取り組んでいる。オープンキャン

パスにおいては、「大阪歯科大学の学生国際交流力」という小冊子を配布しており、その

際に短期海外研修に参加した学生が講演を行っている。2023 年 4 月 1 日現在、海外１７

大学と協定を締結している（学生交流を行っているのは１２大学）。 

 

・ 本学学部生・大学院生及び協定校を含む海外の学生がオール英語で研究発表を行う「The 

6th Forum for International Students」を開催し、学生・教職員が自由に聴

講することによって、教育研究活動の推進に貢献している。通算第７回目とな

る２０２３年度は、７月１１日に本学（メイン会場：楠葉学舎）にて動画放映

方式で開催された。 

また、オレゴンヘルス＆サイエンス大学との学術学生交流協定の締結、コロ

ンビア大学歯学部、キングス・カレッジ・ロンドン歯学部への学生短期海外留

学、遵義医科大学代表団の受け入れなど海外の学生及び教職員の派遣・交流が

実施された。 

 

・ 在籍留学生の生活相談、日本語ミニレッスンなどを随時行っている。また、

「外国人留学生の手引き」「国際交流危機管理マニュアル」を配付し、きめ細

かい支援を行った。 

 

 

Ⅷ．社会連携・社会貢献 

  本学は、「社会連携・社会貢献の方針」を定め、教育・研究・臨床の成果を適切に社会

に還元することをホームページに明示している。 

 

・第２９回大阪歯科大学公開講座 

  本学の恒例事業となっている公開講座は、「健康長寿を支えるからだの細菌たち～細菌

を学んで長生きしましょう～」をテーマに、辨野 義己・辨野腸内フローラ研究所理事

長と、梅田 誠・本学歯学部教授を講師に、本学天満橋学舎及び楠葉学舎で開催され、

延べ受講者数７１０名であり好評を得た。 

 

・枚方市との連携事業への参画 

  本学と枚方市は、今日まで学公連携を深めてきた。枚方市の審議会・委員会（環境審

議会、保健所運営委員会、健康増進計画審議会）へ本学から教員を派遣し、市政運営に

協力している。さらに、枚方市所在の５大学との地域連携を図るため設置されている「学

園都市ひらかた推進協議会」の下記の事業にも積極的に参画した。また、枚方市民の健

康増進や地域医療の充実を目指す「健康医療都市ひらかたコンソーシアム」についても
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運営に協力した（大阪歯科大学公開講座（楠葉学舎で開催）は、連携事業）。 

 

[ひらまなカレッジ健康セミナー］（２０２３年１０月１８日） 

枚方市立楠葉生涯学習市民センター主催であり、井関 富雄・本学歯学部教授が「シ

ニアのお口の健康-気になる口腔がん-」をテーマに講演を行った。 

 

[ひらかた市民大学］（２０２３年１０月２８日） 

  特色ある５大学の専門的な知識・情報を学べるもので、輪番制で開催された。本学は、 

楠葉学舎２号館・第５大講義室において、梅田 誠・本学歯学部教授が「歯周病菌コン

トロールで歯周と全身の健康へ」をテーマに講演を行った。 

 

［子ども大学探検隊］（２０２３年１０月２９日） 

    毎年次世代を担う子どもたちに将来への夢を育むきっかけをつくる取り組みとして実

施されているものである。本学は、「口の中について学ぼう！歯科大学生体験ツアー」を

テーマに、枚方市内の小学生たちが、本学の学生スタッフとともに、歯に関する授業・

クイズ、歯医者さんが使う材料で模型作り、歯の診断体験に挑戦した。 

 

 

Ⅸ．附置施設の活動 

【図書館】 

 本学図書館は、楠葉学舎に本館、天満橋学舎、牧野学舎に分室を置き、利用サービスの

充実を図った。教育研究活動及び学生の自学自習のために必要な図書、学術雑誌、電子媒

体を備えた。 

   ＜２０２３年度＞ 

・蔵書冊数             １４１，２６６冊  

・年間受入資料冊数           ４，９７４冊 

・年間払出資料冊数           １，８５４冊 

・雑誌所蔵種類数（冊子体）        ２，２０７種類 

・電子ジャーナル（購入のみ）       ６，１１５種類 

 

  楠葉学舎本館、天満橋分室において、学生・大学院生等の利便性を考え、試験期等の期

間を定めて休日開館を行った。 

  学術情報検索データベースについては、医学中央雑誌 Web版等の他に、Journal Citation 

Reports（JCR）、国立国会図書館デジタルコレクション等の利用が可能である。 

  施設・設備については、全館における毎朝の換気、アルコール消毒液、空気清浄機、ア

クリルボードの設置を継続実施した。 

  文部科学省が推進する学術情報の公開について、本学ホームページに「大阪歯科大学学

術リポジトリ」を立ち上げ、学位論文内容要旨及び審査結果の要旨は学位授与後３ヶ月以

内に、また、学位論文全文は、学位授与後１年以内に掲載した。 

 そのほか、私立大学図書館協会・阪神地区協議会・相互利用連絡会の運営幹事校として、 
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対外的な協会運営に参画した。 

 

【医療イノベーション研究推進機構（ＴＲＩＭＩ）】 

 ２０２１年１１月に、「研究実験センター」「先進医療研究センター」「事業化研究推進セ

ンター」の３センターを擁する「医療イノベーション研究推進機構（Translational Research 

Institute for Medical Innovation：（ＴＲＩＭＩ））」が発足した。２０２２年１０月には、

「事業化研究推進センター」に２部門（「データサイエンス部門」「地域医療連携部門」）を

新設し、多様な研究推進への機能強化を図った。 

 ２０２３年度は、研究実験センターに教育研究用器機備品として、卓上型電子顕微鏡、

QuantStudio3D リアルタイム PCR システム、セクショニングモジュール等を新たに導入し、

初心者向けに機器の利用説明会や動物実験実技講習会を行うことにより、教員・大学院生

の研究推進に寄与した。 

 事業化研究推進センターでは、企業や学外の研究機関等に対して、製品化の開発支援や

医療機器等の開発支援を行った。また、２０２２年度に三条市立大学と締結した「歯科医

療関連技術の研究開発及び実用化に係る包括連携に関する協定」に基づき、開発会議を定

期開催し、協同事案の検討を行った。さらに、２０２３年８月７日に本学と立命館大学が

「学術交流協定」を締結し、その一環として、両校が「口腔・リハビリテーション・栄養

コンソーシアム」を結成し、２０２４年３月２９日に立命館大学茨木キャンパスにて設立

総会を執り行った。 

 ＴＲＩＭＩ各センターでの講演会・講習会等の開催状況は、次のとおりである。 

[研究実験センター] 

・２０２３年度ＴＲＩＭＩ研究実験センター講演会 

   ２０２４年１月２５日 演題「研究としての人体解剖“学”」 

   講師：上村 守・本学解剖学講座教授 

[先進医療研究センター] 

・先進医療研究セミナーの開催  

第４回セミナー（オンデマンド開催） 

２０２３年４月２４日 演題：「細胞培養の基礎」 

講師：徳田 真季子氏（富士フィルム和光純薬（株）） 

第５回セミナー（オンデマンド開催） 

    ２０２３年１１月２７日 演題：「エクソソームインハウスセミナー」 

講師：舛田 祥太郎氏（富士フィルム和光純薬（株）） 

第６回セミナー 

    ２０２４年２月８日 演題：「歯学部学生と共に人工知能をプログラミングする」 

    講師：河合 達志氏（愛知学院大学歯学部歯科理工学講座教授） 

 [事業化研究推進センター] 

・メディカルイノベーション講習会 

   ２０２３年６月７日 演題：「実用化・開発支援の意義について」 

講師：谷城 博幸・本学事業化研究推進センター教授 

・知的財産講習会 
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 ２０２３年９月２８日  

演題：「歯科領域における特許と大学知財に関する諸問題について」  

講師：小倉 啓七氏（本学顧問弁理士） 

・企業向け「歯科口腔領域の福祉産業・医療機器開発に関する特別シンポジウム」 

２０２３年１０月２７日  

講師：肥塚 浩氏（立命館大学教授・同医療介護経営研究センター長）、 

谷城 博幸・本学教授 ほか 

・企業向け公開講座「医療機器薬事開発講座２０２３-医療機器規制の基礎と実践-」 

   ２０２３年７月～１２月（全６回） 

講師：谷城 博幸・本学教授 ほか 

 

【教育情報センター】 

本学全体におけるネットワーク機器更新・交換、ソフトウェアのバージョンアップ、

既存インフラの維持及び運用管理を行った。 

   ＯＤＵnet（大学系システム、病院系システム）の運用管理のほか、学内ホームページ

には、頻繁にセキュリティ情報を発信し、利用者への注意を喚起した。 

   私立大学情報教育協会の会員校として、本学教員が委員会運営に参画するとともに、

協会の調査研究事業等に参加し、日進月歩で変化する情報教育の状況を把握し、教育改

善に資する情報提供に努めた。 

２０２３年度は、以下のソフトウェア、ネットワーク機器について更新等を行った。 

・マイクロソフト School Agreement 契約の更新 

（契約台数８３７台） 

・ウイルス対策ソフトライセンス契約 

（トレンドマイクロ社 Apex One：契約件数１，３４７件） 

・仮想化基盤サーバの更新（学術認証フェデレーションによるユーザ認証環境整備） 

 ・ＯＤＵnetのＤＨＣＰ化（ネットワークの情報設定の自動化）の環境整備 

 ・２０２４年度開設の看護学部のネットワークシステムと既存のネットワーク（ＯＤＵ

net）の認証システムと Microsoft365 におけるテナントを一元化し、セキュリティ強

化と将来的な運用コスト削減を図った。 

・情報リテラシー・情報モラルの向上を目指した標的型攻撃メールによる実践的トレー

ニングの実施 

 ・ＯＤＵｎｅｔの運用管理 

   ［大学系システム］ 

    楠葉・牧野・天満橋の各学舎に敷設されたネットワークインフラの稼働状況の監

視、障害対応に備えるとともに、ＩＰアドレス並びに各種ライセンスの管理などの

業務を行った。 

［病院系システム］ 

    病院情報システムの運用サポートを行ったほか、システムサーバの稼働状況のチ

ェック、関連ネットワーク機器の目視巡回などの業務を行った。 
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Ⅹ．教員力の向上 

１．教員の資質向上への取り組み  

  教員の資質向上への取り組みとしてのファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）

セミナーについては、下記の内容で外部講師を招聘するなどして合計１０回開催した。 

 

＜第１回＞ 

・日程：２０２３年６月２７日（火）１７：００～ 

・会場：創立１００周年記念館４階大講義室 

・講師：昭和大学 歯学部 客員教授 片岡 竜太 先生 

・講演内容：ＩＰＥ（専門職連携教育）はじめの一歩  ―初年次教育を考える― 

 

＜第２回＞ 

・日程：２０２３年７月７日（金）１７：００～ 

・会場：創立１００周年記念館４階大講義室 

・講師：北海道医療大学 歯学部 教授 斎藤 隆史 先生 

・講演内容：歯学系 CBT問題作成について 

 

＜第３回＞対象者のみ 

・日程：２０２３年７月８日（土）９：００～１６：００ 

・会場：天満橋学舎 会員研修室、共用会議室 

・講師：北海道医療大学 歯学部 教授 斎藤 隆史 先生 

    明海大学 歯学部 教授 天野 修 先生 

・講演内容：ＣＢＴ問題作成ワークショップ 

 

＜第４回＞ 

・日程：２０２３年１０月５日（木）１７：００～ 

・会場：創立１００周年記念館４階大講義室 

・講師： 関西医科大学 医学部 心理学教室 教授 西垣 悦代 先生 

・講演内容：医療系学生のモチベーションとウェルビーイング 

 

＜第５回＞ 

・日程：２０２４年１月２３日（火）１７：００～ 

・会場：創立１００周年記念館４階大講義室 

・講師：昭和大学 歯学部 名誉教授 片岡 竜太 先生 

・講演内容：IPE（専門職連携教育）がはじまる‐歯学、医療保健学、看護学連携教育の 

準備、運営‐ 

２．教員組織について 

「教員組織の編制方針」に基づいて、教育、研究、臨床にそれぞれ活躍できる体

制の充実に努めた。２０２３年５月１日現在の法人、歯学部、医療保健学部、附属
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病院の専任教員数は、１９６名であり、十分な陣容を堅持している。 

 

３．教員評価について 

   「大阪歯科大学教員評価の実施に関する規程」に基づき、①教育活動、②研究活

動、③臨床活動、④学内、社会貢献の４つの領域において、教員個々の到達目標を

明確にし、役割基準評価及び卓越領域評価を実施した。この結果は、教育実践で顕

著な成果をあげた教員の表彰（グッド・ティーチャー賞）や、任期制教員の再任用

審査に活用している。 

 

 

Ⅺ．附属病院の取り組み 

本学附属病院では、患者の方々へ懇切丁寧な医療を提供して地域社会への貢献を図る

とともに、臨床実習、臨床研修を中心とした歯科医学の教育研究を充実させることを目

的として、日々の業務に取り組んでいる。そのために「病院理念」においては、「患者さ

まの病に共感し、あたたかい医療を提供する」ことを掲げ、さらに安全・安心な医療に

努め、良質で高度な先進的医療を提供し、口腔保健の向上に努め、健康増進と長寿に貢

献し、人権を尊重し、公正な医療を行い、さらに人間性豊かな、優れた医療人を育成す

ることを基本方針として示し、これらの理念と基本方針を踏まえて２０２３年度も附属

病院に与えられた使命を全うしてきた。２０２３年度は、前年度に引き続き新型コロナ

ウイルス感染症及びそれに伴う社会情勢に対応し感染対策を徹底した結果、院内クラス

ターを発生させることもなく、年間を通して附属病院としての機能を維持し、地域医療

や臨床教育等に係る社会的貢献に寄与してきた。 

 

１．附属病院組織改革委員会の取り組み 

   ２０１６年４月より理事会のもとに法人関係委員会である附属病院組織改革委員会 

(以下、「改革委員会」）が設置され、患者数増加や病院収支の改善を目途として取り組 

みを行ってきた。 

     改革委員会では毎月の来院患者数目標達成状況や医療収入等の病院統計に係るさま 

ざまな資料が提示され、その内容を精査してきた。また、その結果は附属病院の全診療 

科長が出席する病院運営委員会において、病院長による提言等を通して周知され、経営 

改善のための重要な指標として示されてきた。すなわち、改革委員会での議論が最終的 

に附属病院にフィードバックされ、患者数増加や収支改善に寄与してきたものである。 

従前の改革委員会では（１）患者数の増加、（２）診療時間の延長、（３）「診療分野 

教員」の増員、（４）自費診療の増加、（５）訪問・在宅診療への積極的参入、（６）新

診療部門の開設等の喫緊の課題が活発に議論され、速やかな実施に向けた取り組みが行

われてきたが、さらに２０２０年度以降は収支の改善に重点を置き、人件費や医療経費

を精査した上で、診療科毎の収支状況の評価を積極的に進めた。なお、医員個人の診療

収入の評価は、昇任、任期更新の評価基準になっているため、診療意欲向上にもなり附

属病院の黒字化実現への一助となっている。 

また、人事的には２０１９年１０月に臨床系講座の主任教授を科長とせず、各診療科
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の教授以外で診療能力が高く評価される人材を科長及び診療主任に据えるという大幅

な改革を継続しており、その結果、前年度に続き、次項に示す医療収入と患者数を確保

した。 

 

２．２０２３年度患者数・医療収入等 

２０２３年度の開院日数は２４１日（土曜日診療含め２９１日）で、外来患者数は

２５９，８７５人（昨年度２５４,６６６人）、１日平均患者数は１，０５２．８人（昨

年度１，０４０．８人）で、いずれも過去最多であった２０１９年度実績（外来患者数：

２８０,６５９人、１日平均患者数：１,１６５人）を下回った。 

医療収入についてみると累計で３０億９４６万６，９１４円となり、これは過去最高

の収入を記録した前年度収入（２７億６，９８７万７，５９７円）を上回る結果となっ

た。コロナ禍で未だ患者数が減少した状況において、前年度同等以上の医療収入を示し

たことは病院全体の医療経営の適正化が図られていることを示唆していると考える。 

また、矯正歯科と小児歯科で行っている土曜日診療については２０２３年度の累計患

者数が１０,３８３人で、前年度より５．０％増加しており、来院患者の求めに応えた

より高い評価を得ているものと思量され、今後も継続していくこととしている。 

 

３．病院情報システム（電子カルテ）について 

   ２０２２年度に病院情報システム更新があったが、２０２３年度中に更新による大 

きなトラブルは無く、各種要望に対応した。また、近年ランサムウェア攻撃によるシ 

ステム障害報道がある中で、各種委員会での職員への注意喚起、病院システムのセキ 

ュリティの見直しを行った。 

 

  ４．歯科医師の派遣、訪問歯科診療 

     社会福祉法人阪神福祉事業団 阪神福祉センター診療所へ医員派遣を行い、地域医   

療の体制確保に寄与することができた。 

一方、当院では従前より国家公務員共済組合大手前病院（大阪市中央区）、及び関西 

電力病院（大阪市福島区）への歯科訪問診療を実施しており、入院患者の周術期口腔

機能管理等の医療を提供してきた。 

また訪問診療ではないが、口腔リハビリテーション科の協力のもと、大阪府下の介

護老人保健施設入所者を当院外来で受入診療する取組を展開した。２０２３年度は４

２名を受入、年間約５０万円の病院収入増加となった。 

 

５．歯科医師臨床研修  

    ２０２３年度の研修修了者は単独型と複合型を併せて９１名であり、研修歯科医を

受け入れた協力型（Ⅰ）臨床研修施設は４６施設であった。下表に２０１８年度から

２０２３年度までの当院の研修歯科医受入数の推移を示す。なお、２０２３年度に本

事業に対して交付された臨床研修費等補助金は７３２９万１０００円で前年度に比べ

１２３０万円の増額となった。なお、補助金増額の主な理由は、研修歯科医が前年度

に比べ１６名の増員があったためである。 
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研修歯科医受入数（人）  

    2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 

単独型   １６ １６ １８ １７ １４ １８ 

複合型   ８７  ８３ ８７ ８９ ６２ ７４ 

計 １０３ ９９ １０５ １０６ ７６ ９２ 

 

６．健康セミナーについて 

当院では患者だけではなく一般市民の参加も念頭に置いた健康セミナーを２０１７年

８月からおよそ月１回の頻度で開催しており、多くの参加者から好評をいただいた。新

型コロナウイルス感染状況等を考慮した上で、２０２３年度は、内科学講座、歯周病学

講座、口腔インプラント学講座、欠損歯列補綴咬合学講座の協力を得て、4 回開催した。 

 

７．病診連携講演会 

  病診連携講演会は、２０２４年３月９日に開催となり、前川賢治主任教授（欠損歯列

補綴咬合学講座）を講師とし、６５施設６８名の参加があった。 

    また、医療機関からの患者紹介については、２０２３年度も例年同様に約２,８００の

医療機関から、紹介された新患者数は１３，１０４人（前年比１０２％）、初診患者の紹   

介率は約５０％に達している。このように多くの患者を紹介いただいていることを重視

し、次年度以降、地域の医療機関との連携を確保するためにも本事業の実施を念頭に置

いている。また、２０２３年に７人以上の紹介をいただいた４７９医療機関を評価し、

謝意を表する趣旨で「医療連携施設認定証」を交付した。 

 

 ８．地域医療連携 

 地域歯科医療の中核として、２０２３年度も引き続き地域の歯科診療所等の先生方か

らのＣＴ、ＭＲＩ、歯科用コーンビームＣＴ等の画像診断及び病理組織検査を積極的に

受け入れ、近隣医療機関の支援に寄与してきた。特に関西医科大学天満橋総合クリニッ

クからのＭＲＩ検査依頼は高額な検査故に２０２３年度はコロナ禍で若干の件数減があ

ったとは言え、年間１，０００万円以上の収入を得ていることも鑑み、継続して連携体

制を維持していくこととしている。 

       

  ９．院内感染対策講習会、医療安全講習会、医薬品安全管理講習会、医療機器安全管理講

習会 

     ２０２３年度は下記の日程で開催し、多数の教職員の受講により当院の医療安全と院

内感染対策の一助としたが、新型コロナウイルス感染症対策として、ＺＯＯＭ等のネッ

ト配信、オンデマンド講習、録画済み動画の放映を実施するなど、講習会場の密を避け

るため講習方法を工夫し、感染対策に万全を期してきた。 

・院内感染対策講習会（カッコ内は参加者数、以下同） 

２０２３年 ４月 ３日  「院内感染対策①」（１００名） 

    「院内感染対策②」（１００名） 

    ６月 ８日  「標準予防策(Standard Precautions)  
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～感染対策の基本～」（１３８名） 

    ７月２７日  「COVID-19 対策 ～五類感染症へ移行、その後～」（１４６名） 

９月１４日  「今年度のワクチン接種について」（８３名） 

２０２４年 ２月２６日  「標準予防策(Standard Precautions) 

～感染対策の基本～」動画放映（７５名） 

・医療安全講習会 

２０２３年 ４月 ４日 「診療用放射線安全利用研修」（９３名） 

４月 ５日 「医療現場のコミュニケーション 一人一人が医院の顔」（９１名） 

４月 ５日 「医療安全講習①（概論）」（９２名） 

  「医療安全講習②（救急蘇生）」（９２名） 

４月１９日 「中央手術室オリエンテーション」（５３名） 

７月 ６日 「紛争対応の基本とカルテ記載」（１６４名） 

７月２４日 「災害歯科保健医療体制研修会」動画+解説（１１４名） 

７月２５日 「災害歯科保健医療体制研修会」動画+解説（１１３名） 

７月２６日 「災害歯科保健医療体制研修会」動画+解説（８１名） 

８月    「紛争対応の基本とカルテ記載」オンライン（１６４名） 

 ９月 「医療機関に迫るサイバー攻撃の対応」オンライン（４４名） 

２０２４年 １月３１日 「患者アンケートの結果報告」（１１９名） 

      ２月    「診療用放射線の安全利用の研修」オンライン（３２８名） 

・医薬品安全管理講習会 

２０２３年 ４月 ３日 「医療安全講習（医薬品①）」（９３名） 

  「医療安全講習（医薬品②）」（９３名） 

１２月 ７日 「周術期に注意が必要な薬剤」（１１７名） 

２０２４年 ３月    「周術期に注意が必要な薬剤」オンライン（２８７名） 

・医療機器安全管理講習会 

２０２３年 ４月 ４日 「医療安全講習（医療機器①）」（９２名） 

  「医療安全講習（医療機器②）」（９３名） 

 ７月 ４日 「手術用照明器（TruLight5520無影灯）の操作説明」（９名） 

 ７月１０日 「ウォッシャー・ディスインフェクター AW-180の操作説明」 

（８名） 

 ７月２４日 「ウォッシャー・ディスインフェクター AW-180の操作説明」 

（３名） 

９月２８日 「気管支ファイバースコープ Ambuエービュー2アソバンスの 

使用方法」（１１名） 

２０２４年 ３月    「イオムアクア 日常点検」オンライン（３９６名） 

・医療ガスに係る安全管理のための職員研修 

２０２３年 ６月１３日 「医療ガスの安全管理について 

―医療ガスのヒヤリ・ハット事例と対策―」（１２２名） 
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Ⅻ．施設・設備(教育研究等環境）の整備 

本学では、「教育研究環境の整備の方針」を制定し、その中で「楠葉・牧野・天満橋各学

舎の施設・設備を可能な限り同水準に整備するよう努める。」としている。２０２３年度の

主な施設・設備の整備は、以下のとおり完了した。 

・[楠葉キャンパス] 

〇大阪歯科大学楠葉西学舎新築工事（前年度からの継続事業） 

〇３号館空調用ガス吸収式冷温水発生機更新工事 

〇２号館給湯用・空調用ボイラー更新工事 

〇１～５号館高圧ケーブル改修工事（２年計画の最終年度） 

・ [牧野キャンパス] 

〇１～３号館給水・揚水用ポンプ更新工事 

・[天満橋キャンパス]【附属病院】 

〇本館熱源設備更新工事（４年目計画の最終年度） 

〇本館１３階病棟系空調機ファン・コイル・ユニット更新工事 

〇本館ボイラー設備更新工事 

〇防災システム更新工事（３年計画の初年度） 

〇病院系情報コンセント増設工事 

 

 

XⅢ．法人・大学の管理運営 

 本学は、前年度に引き続き、限られた収入の中から教育・研究・臨床・社会貢献等の各 

活動の活性化に努めるとともに、人材育成、施設設備の整備、業務改善を進めた。 

 

・ 大学基準協会の大学評価（機関別認証評価）の結果を踏まえた大学全体、学部等のレ 

ベルで自己点検・評価活動を実施するとともに、ガバナンス・コードの点検を実施し、 

その遵守の徹底を図った。 

 

・ 教職員の資質向上を図るため、２０２４年２月９日に「私立学校法の改正と対応方策 

のポイント」と題して外部講師（大河原 遼平氏・ＴＭＩ総合法律事務所弁護士）を招 

き、ＳＤ（スタッフ・ディべロップメント）を実施した。今回は、特に本学として初め 

て実施のＢＤ（ボード・ディベロップメント）として法人役員の一部が出席した。また、 

教職員の勤務状態を配慮し、動画配信により受講機会の複数化を図った。 

 ２０２４年１月５日には、新年互礼会を教職員全体のＦＤ・ＳＤとし、理事長・学長 

が本学の目指す重点計画（事業計画、中期計画の内容を含む）について講演した。その 

中では、医療系総合大学化とダブルライセンスが取得可能な教育プログラムを挙げ、Ｓ 

ＤＧｓ達成に向けた取り組みをさらに推進することが強調された。 

 

・ 教職員に対する人権意識向上の一環として、人権啓発講演会は、９月２９日に「日本
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のジェンダー平等はどこまで？現状と課題を考える」をテーマに、外部講師（朴 君愛

氏：アジア・太平洋人権情報センター上席研究員）を招き対面で開催した。また、講演

会の模様は、録画配信した。さらに、１０月上旬から１１月中旬にかけて「人権標語」

の学内募集を行い、最優秀賞１点、優秀賞１点、佳作１点を選考し、受賞作品とその受

賞者氏名を学内ホームページに掲載した。 

 

・ 教職員の省エネルギーへの意識を高めるため、クールビズ、ウォームビズ、省エネの

日（節電、節水）等啓発活動を行い、エネルギー使用量削減と経費節減の実績の向上に

努めた。 
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［附属資料］ 

１．2023年度学生数（2023年5月1日現在）  （ ）は女子 

歯学部 第１学年 １４４ （７６) 歯学研究科 第１学年 ４２ （１９）

第２学年 １２７ （６８) 第２学年 ３６ （１６）

第３学年 １２２ （５０) 第３学年 ４８ （２０）

第４学年 １２７ （６５) 第４学年 ４０ （１６）

第５学年 １２９ （７３) １６６ （７１）

第６学年 １３９ （６８) 

７８８ （４００) 

医療保健学部 第１学年 口腔保健学科 ８０ （８０） 口腔工学科 ２８ （１６） 

第２学年 口腔保健学科 ６４ （６４） 口腔工学科 ２２ （１４） 

第３学年 口腔保健学科 ７０ （７０） 口腔工学科 ２８ （１１） 

第４学年 口腔保健学科 ７２ （７２） 口腔工学科 ２６ （７） 

２８６ （２８６) １０４ （４８） 

医療保健学研究科 

修士課程 第１学年  ７ （ ６） 博士課程（後期）第１学年 ３ （ ３） 

第２学年 １０ （ ７） 第２学年 ７ （ ６） 

１７ （１３） 第３学年 １３ （１２） 

２３ （２１） 

２．国家試験の結果 

１）第117回歯科医師国家試験の結果  2024年3月15日合格発表 

（総 数） （新 卒） （既 卒） 

受験者数 合格者数 合格率(%) 受験者数 合格者数 合格率(%) 受験者数 合格者数 合格率(%) 

本学 

全国 

184 

3,117 

117 

2,060 

63.6 

66.1 

71 

1,962 

68 

1,600 

95.8 

81.5 

113 

1,155 

49 

460 

43.4 

39.8 

２）第33回歯科衛生士国家試験の結果 2024年 3月26日合格発表 

受験者数 合格者数 合格率(%) 

本学 

全国 

67 

7,950 

67 

7,346 

100.0 

92.4 
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３．2024年度入学試験状況 

学部・研究科 選抜区分 志願者数 合格者数※ 入学者数 

歯学部 

学校推薦型 １１７ ５１ 

１２８ 

一般前期 ３０９ 

１７８ チョイス1前期 ２５５ 

チョイス2前期 ２４３ 

一般後期 ９２ 

３０ チョイス1後期 ７５ 

チョイス2後期 ７４ 

共通テスト利用前期 ２６５ ３５ 

共通テスト利用後期 ７３ １７ 

プラス１前期 １２０ ２６ 

プラス１後期 ３３ １３ 

外国人留学生 ５ １ 

転入・編入前期 ６ ０ 
０ 

外国人留学生（2年次） ０ ０ 

医
療
保
健
学
部

口腔保健学科 

総合型 ５７ ４７ 

８０ 

推薦型 ３４ ２９ 

一般前期 １３ １３ 

一般後期 ６ ６ 

共通テスト利用前期 ７ ６ 

共通テスト利用後期 ２ １ 

外国人特別 １ １ 

2年次編入学者選抜 ０ ０ ０ 

３）令和5年度歯科技工士国家試験の結果 2024年 3月26日合格発表 

受験者数 合格者数 合格率(%) 

本学 

全国 

24 

835 

24 

799 

100.0 

95.7 

４）第36回社会福祉士国家試験の結果 2024年 3月5日合格発表 

（総 数） （新 卒） （既 卒） 

受験者数 合格者数 合格率(%) 受験者数 合格者数 合格率(%) 受験者数 合格者数 合格率(%) 

本学 

全国 

13 

34,539 

9 

20,050 

69.2 

58.1 

6 

- 

6 

- 

100.0 

- 

7 

- 

3 

- 

42.9 

-
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学部・研究科 選抜区分 志願者数 合格者数※ 入学者数 

医
療
保
健
学
部 

口腔工学科 

総合型 ５ ５ 

１７ 

推薦型 ２ ２ 

一般前期 ２ ２ 

一般後期 ２ ２ 

共通テスト利用前期 ２ ２ 

共通テスト利用後期 ０ ０ 

外国人特別 ８ ８ 

ﾀﾞﾌﾞﾙ･ﾃﾞｨｸﾞﾘｰ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ０ ０ ０ 

2年次編入学者選抜 ０ ０ ０ 

看護学部 

総合型 １９ １７ 

１００ 

特別選抜（ﾌｧﾐﾘｰ推薦制） １ １ 

学校 

推薦型 

指定校制 １２ １２ 

公募制A日程 ３９ ３６ 

公募制B日程 １４ １１ 

一般 

前期 

2教科型 ４７ ３７ 

3教科型 ５１ ４７ 

一般後期 １０ ０ 

共通テスト利用前期 ２３ １０ 

共通テスト利用後期 ２ ０ 

歯学研究科 

一般一次 １３ １１ 

４３ 
一般二次 ９ ９ 

社会人特別 １０ １０ 

外国人留学生特別選抜 １３ １３ 

医
療
保
健
学
研
究
科 

修士課程 

 第1回募集 ６ ４ 

８ 
 第2回募集 ３ １ 

第3回募集 ２ ２ 

 第4回募集 １ １ 

博士課程 

（後期） 

 第1回募集 ０ ０ 

３ 
 第2回募集 ２ ２ 

第3回募集 １ １ 

 第4回募集 ０ ０ 

※補欠合格者含む

４．2022年度会計実査  2023年 4月4日（火） 

５．大学歯学部・大学院歯学研究科入学式  2023年 4月7日（金）午前10時（於：楠葉学舎） 
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６．大学医療保健学部・大学院医療保健学研究科入学式 

2023年 4月7日（金）午後 2時（於：楠葉学舎） 

７．新入生研修  歯学部    2023年 4月 10 日（月）、11 日（火）（於：楠葉学舎） 

医療保健学部 2023年 4月 10 日（月）～ 13 日（木）（於：牧野学舎） 

８．2022年度監事監査  2023年 5月12日、15日（於：楠葉学舎） 

９．オープンキャンパス 

１）歯学部 

形態 日程 参加状況 実施場所 

来場型 7月30日 332名 楠葉学舎 

8月27日 222名 天満橋学舎 

２）医療保健学部 

形態 日程 
参加状況 

実施場所 
口腔保健科 口腔工学科 

イベント 

来学型 

第1回 3月 21日 43名 6名 牧野学舎 

第2回 5月 14日 29名 5名 牧野学舎 

第3回 6月 18日 46名 4名 牧野学舎 

第4回 7月 23日 48名 4名 牧野学舎 

第5回※ 8月 10日 11名 天満橋学舎 

第6回 8月 20日 49名 8名 牧野学舎 

総合型選抜面接対策講座 8月27日 62名 6名 牧野学舎 

※口腔工学科のみ対象

３）看護学部（仮称） 

回 日程 参加状況 実施場所 

第1回 5月 28日 28名 楠葉学舎 

第2回 6月 18日 31名 楠葉学舎 

第3回 7月 22日 43名 楠葉学舎 

第4回 7月 23日 31名 楠葉学舎 

第5回 8月 19日 45名 楠葉学舎 

第6回 8月 20日 45名 楠葉学舎 

第7回 9月 17日 64名 楠葉学舎 

10．大学父兄会・共済会総会（於：楠葉学舎） 

2023年 6月24日（土）午後1時 総会出席者数226名、個別懇談会出席者数270名 
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11．立命館大学と「学術交流協定」を締結（協定式8月7日） 

（主な目的：次世代の医療及び介護に係る製品開発に関する共同研究などの推進） 

12．第55回全日本歯科学生総合体育大会 2023年7月31日（月）～ 8月13日（日） 

13．2023年度ＦＤセミナー（本文参照） 

14．2023年度ＳＤセミナー（本文参照） 

15．第29回大阪歯科大学公開講座 

・メインテーマ

「健康長寿を支えるからだの細菌たち～細菌を学んで長生きしましょう～」

・日程 天満橋講座 2023年 9月2日（土）、9日（土）午前10時～正午

受講者延べ250名（於：100周年記念館） 

枚方講座  2024年 1月20日（土)、27日（土）午後1～3時 

受講者延べ460名（於：楠葉学舎） 

16．2023年度人権講演会 

2023年 9 月29日（於：100 周年記念館）（10月16日～11月15日 Web配信） 

テーマ「日本のジェンダー平等はどこまで？ 現状と課題を考える」 

講師：ヒューライツ大阪 上席研究員 朴 君愛 先生 

17．キングス・カレッジ・ロンドン歯学部長 表敬訪問・特別講演（10月10日（火）） 

18．第5･6学年父兄会 2023年 10月 15日（日）（於：100周年記念館） 101名出席 

19．2023年度楠葉祭 

2023年 10月28日（土）、29日（日）（於：楠葉学舎） ※4年ぶりの対面開催 

20．2023年度解剖体慰霊祭 2023年11月 10日（金）午後2時（於：四天王寺） 

21．実験動物慰霊祭 

2023年 11月22日（水）～29日（火）、焼香台を楠葉学舎3号館1階ゼミナール室に設置 

22．2023年度防災・防火訓練  牧野学舎 2023年11月 29日 

天満橋学舎  2024年 3月1日 

※楠葉学舎では「教養型防災訓練」を実施（2023年11～12月）

※天満橋学舎では「教養型防災訓練」も合わせて実施（2023年9月）
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23．共用試験2023歯学系診療参加型臨床実習後客観的臨床能力試験 

・臨床実地試験 2023年 11月 14日（医療系大学間共用試験実施評価機構派遣監督者視察日） 

・一斉技能試験 2023年 12月 16日

24．2023年全学教職員忘年慰労会  新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

25．2024年新年互礼会  2024年 1月5日（於：楠葉学舎） 

26．2023年度共用試験歯学系CBT並びにOSCE 

・CBT  2024年 2月9日（金）午前9時30分（於：楠葉学舎）

・OSCE 2024年 2月18日（日）午前9時（於：天満橋学舎）

27．第2回「大阪歯科大学SDGs AWARDS」あなたとわたしの「つながりごはん」 

エッセーコンテスト開催（2024年 2月10日（土）、会場：楠葉学舎講堂） 

28．2023年度大学歯学部卒業式並びに大学院歯学研究科学位認証式 

2024年 3月1日（金）午前10時（於：楠葉学舎） 

29. 2023年度大学医療保健学部卒業式並びに大学院医療保健学研究科学位認証式

2024年 3月8日（金）午前10時（於：楠葉学舎）

30．大阪歯科大学楠葉西学舎（看護学部）竣工式（2024年 3月25日） 

31．2023年度歯科医師臨床研修修了証授与式  2024年 3月26日（於：天満橋学舎） 

32．立命館大学と「口腔・リハビリテーション・栄養コンソーシアム設立総会」を開催 

（2024年3月29日） 

33．特待生の採用 

・歯学部 2年から6年の各学年3名、計15名に対し授業料各100万円免除

・医療保健学部

口腔保健学科 第1学年2名、第2学年1名、第4学年1名

口腔工学科  第3学年1名、第4学年1名 

の計6名に対し授業料等合計567万円免除 

34．大学学内奨学生選考  3名の学生に対して総額2,000,000円の奨学金を貸与 

35．2024年度研修歯科医の募集定員 プログラムS（単独型）20名、プログラムC（複合型）120名 
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36．学位授与 

１）博士（歯学） 

学位記番号 甲第971号～1010号 ４０名に学位記授与

学位記番号 乙第1653号～1667号 １５名に学位記授与

２）博士（口腔科学） 

学位記番号 甲第6号～ 8号 ３名に学位記授与

３）修士（口腔科学） 

学位記番号  第36号～44号  ９名に学位記授与 

37．歯学研究科大学院生が学術大会ポスター発表優秀賞を受賞（7月8日） 

・歯学研究科3年 山根款 / 第36回日本顎関節学会総会・学術大会

38．2023年度法人理事会・法人評議員会・歯学部主任教授会・歯学部教授会・医療保健学部教授会・

歯学研究科会議・医療保健学研究科会議 

１）法人理事会 14回開催 

（2023年4月27日、5月25日、6月29日、7月27日、8月24日、9月28日(2回)、 

10月 26日、11月30日、12月28日、2024年 1月25日、2月29日、3月28日(2回)） 

２）法人評議員会 3回開催 

 （2023年5月25日、9月28日、2024年3月28日） 

３）歯学部主任教授会 21回開催 

（2023年 4月12日、5月10日、5月24日、6月14日、7月12日、7月26日、8月9日、 

8月16日、9月13日、9月22日、10月11日、11月8日、11月15日、12月1日、 

12月 13日、12月 25日、2024年1月12日、2月14日、3月8日、3月13日、3月27日） 

４）歯学部教授会 2回開催 

（2023年4月12日、2024年 3月27日） 

５）医療保健学部教授会 16回開催 

（2023年4月19日、5月17日、6月21日、7月19日、8月16日、9月20日、10月18日、 

10月 30日、11月 15日、11月29日、12月20日、2024年1月17日、2月16日、2月21日、 

3月22日(2回)） 

６）歯学研究科会議 15回開催 

（2023年4月26日、5月24日、6月28日、7月26日、8月23日、9月27日、10月11日、 

10月 25日、11月8日、11月22日、12月27日、2024年 1月24日、2月14日、2月28日、 

3月27日） 

７）医療保健学研究科会議 12回開催 

（2023年4月19日、5月17日、6月21日、7月19日、8月16日、9月20日、10月18日、 

11月 15日、12月 20日、2024年1月17日、2月21日、3月22日） 

39．令和5年の叙勲受章者（本学関係） 

  大阪歯科大学名誉教授 豊田  紘 奈良県 旭日中綬章 共16名 



40．教職員数（2023年 5月1日現在：380名） 

１）教員数 196名 

学長1名 

歯学部 155名 

主任教授26名、専任教授11名、准教授14名、講師42名、助教62名 

医療保健学部 29名 

教授8名、准教授2名、講師8名、助教4名、助手6名 

附属病院 11名 

専任教授3名、准教授2名、講師5名、助教1名 

歯科衛生士研修センター 1名 

准教授1名 

２）職員数 184名 

事務・技術94名、医療89名、労務1名 

41．人事 

１．法人関係 

１）理事就任 

教学担当 藤原 眞一（任期：2023年4月1日～2026年3月31日） 

中尾 昌彦（任期：2024年3月28日～2026年4月2日） 

２）理事業務分担 

財務兼調査担当 古川 壽男（2023年4月27日付） 

３）理事・評議員死亡退任  下村 錢三郎（2023年 11月 29日付） 

４）評議員就任 

  井関 富雄（2023年4月27日付）、中尾 昌彦（2023年 12月28日付） 

５）評議員退任 松本 尚之、井関 富雄（2024年3月31日付） 

６）理事長・学長補佐就任 方 一如（2023年 4月1日付） 

２．退職 

１）定年退職  口腔外科学第一講座 主任教授 井関 富雄 共8名 

２）依願退職  歯科医療管理学室 専任教授 田中 武昌 共16名 

３）任期満了退職  歯科医学教育開発センター 特任教授 松本 秀範 共5名 

４）定年退職後再雇用満了退職  附属病院 歯科技工士 林 美己 

３．昇任 

  １）歯学部専任教授  有歯補綴咬合学講座 准教授 田中 順子 共2名 

２）歯学部准教授  数学教室 講師 森 淳秀 共５名 

  ３）歯学部講師  生物学教室 助教 平井 悠哉 共4名 

  ４）医療保健学部講師  口腔保健学科 助教 大西 愛 共2名 

５）医療保健学部助教  口腔保健学科 助手 大森 あかね 

６）職員  大学管理部 次長 吉村 里美 共14名 
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４．任用 

１）歯学部専任教授  医療イノベーション研究推進機構 博士(医学) 田村 恵子 

  ２）医療保健学部教授  口腔保健学科 博士(歯学) 島田 明子 

  ３）歯学部講師  生理学講座 博士(医学) 寒川 延子 共2名 

  ４）医療保健学部講師  口腔保健学科 社会福祉士 高井 裕二 

  ５）歯学部助教  歯科矯正学講座 博士(歯学) 陳 麗吉 共11名 

  ６）医療保健学部助手  口腔保健学科 歯科衛生士 宮坂 佳代 共4名 

  ７）大学院歯学研究科教員  大学院助教 吉川 雅朗 共3名 

  ８）大学院医療保健学研究科修士課程教員 

大学院教授 今井 弘一 共2名、大学院助教 樋口 鎮央 

  ９）大学院医療保健学研究科博士課程（後期）教員 

大学院教授 島田 明子、 学院助教 樋口 鎮央 

10）看護師  附属病院 桑畑 凜花 共3名 

11）歯科衛生士  附属病院 山本 菜月 共2名 

12）歯科技工士  附属病院 駒居 汰一 

13）任期付職員の専任職員登用  アドミッションセンター 課長 畠山 宏史 共21名 

  14）任期付職員新規採用  人事課 主任 中西 晋哉 共9名 

５．歯学部任期制教員任期更新  内科学講座 主任教授 志水 秀郎 共17名 

６．医療保健学部任期制教員任期更新  口腔保健学科 教授 元根 正晴 共3名 

７．所属異動 

 医療イノベーション研究推進機構先進医療研究センター 准教授 吉川 一志 共13名 

８．兼務  大学管理部、国際交流事業部 部長 松村 誠一 共5名 

９．定年退職後再雇用  医療保健学部事務室 部長 東 真一郎 共4名 

10．委嘱 

  １）大学役職者 

副学長、大学院医療保健学研究科科長 今井 弘一 

医療保健学部学部長 川添 堯彬 

図書館長                         辻林  徹 

教育情報センター所長  山本 景一 

教育情報センター副所長 南部 隆之 

口腔保健学科学科長  神 光一郎 

口腔工学科学科長  柿本 和俊 

  ２）歯学部特任教授  病理学室 田中 昭男 共7名 

  ３）医療保健学部特任教授  医療保健学部 方  一如 共2名 

  ４）看護学部(仮称)開設準備室特任准教授  高尾 憲司 共2名 

５）歯学部特任講師  口腔治療学講座 西川 郁夫 共2名 

６）名誉客員教授  岡山大学 名誉教授 山下 敦 
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  ７）歯学部客員教授  近畿大学 名誉教授 本津 茂樹 共16名 

  ８）医療保健学部客員教授  兵庫医科大学 主任教授 岸本 裕光 共2名 

９）歯学部客員准教授  口腔治療学講座 好川 正孝 

  10）Visiting Professor 韓国慶煕大学校歯科大学 主任教授 Young-Guk Park 共7名 

11）2023年度歯学部講師（非常勤）403名 

2023年度医療保健学部講師（非常勤）等115名 

2023年度医療保健学研究科（修士課程）講師（非常勤）20名 

2023年度医療保健学研究科博士課程（後期）講師（非常勤）10名 

12）診療科科長  保存修復科 岩田 有弘 共19名 

13）診療科主任  保存修復科 横田 啓太 共16名 

14）臨床教授  なかじま歯科医院 院長 中島 康 共2名 

15）医員等48名 

  16）病院医員62名 

  17）大学院医員86名 

18）ティーチング・アシスタント  歯科矯正学 大学院2年 新谷 真奈 共27名 

19）ポストドクトラルフェロー  歯周病学 博士(歯学)  李 潤伯 

20）各種委員会委員長 

（１）医療保健学部、医療保健学研究科関係 

入試委員会 委員長 柿本 和俊 

教務部委員会 委員長 神 光一郎 

カリキュラム委員会 委員長 柿本 和俊 

学生部委員会 委員長 橋本 正則 

学生支援小委員会 委員長 元根 正晴 

キャリア支援委員会 委員長 中塚美智子 

生涯学習委員会 委員長 糸田 昌隆 

臨地・臨床実習評価委員会 委員長 神 光一郎 

大学院委員会 委員長 今井 弘一 

学友会 会長 神 光一郎 

（２）法人関係 

環境管理委員会 委員長  山本 一世 

枚方資料センター管理運営委員会 委員長 下村錢三郎 （2023年 4月1日付） 

  21）歯学部学年指導教授 

1年 藤原 眞一、2年 富永 和也、3年 合田 征司、4年 小野 圭昭 

5年 前田 博史、6年 三宅達郎、前川賢治  

42．国際交流（本文参照） 
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43．補助金等 

１）2023年度大阪歯科大学学術研究奨励助成金交付（13件）2,500,000円 

２）2023年度科学研究費補助金交付（文部科学省）（本文参照） 

３）令和5年度私立大学等経常費補助金交付（本文参照）  

４）大学等における修学の支援に関する法律による令和5事業年度授業料等減免費交付  

45,675,500円 

５）大阪府医療機関等物価高騰対策一時支援金交付（2回交付） 1,050,000円 

６）大阪市医療機関等物価高騰対応支援金交付額 525,000円 

７）令和5年度臨床研修費等補助金交付 73,291,000円 

８）オンライン資格確認端末機に係る補助金交付額 2,332,000円 

９）大阪府医療機関食材料費高騰対策一時支援金 224,000円 

10）寄贈 

大阪歯科大学第40回卒業生（歯恩会）から一般寄附として（300,000円） 共3件 

44．諸規程等 

１）大阪歯科大学歯学部奨学金貸与規程（一部改正） 

２）臨床実習委員会規程（一部改正） 

３）大阪歯科大学歯学部における勉学とクラブ活動に関する内規（一部改正） 

４）大阪歯科大学医療保健学部歯科衛生士研修センター規程（施行） 

５）学校法人大阪歯科大学定年退職者の再雇用に関する規則（一部改正） 

６）大阪歯科大学附属病院病院医員報奨金に関する規程（一部改正） 

７）学校法人大阪歯科大学経理規程（一部改正） 

 ８）学校法人大阪歯科大学安否確認システム管理運営要綱（施行） 

９）大阪歯科大学附属病院規程（一部改正） 

10）医療保険院内情報委員会規程（施行） 

11）大阪歯科大学附属病院病院情報システム管理運用規程（一部改正） 

12）病院情報システムが保有する情報の電子媒体による持ち出しに関する要項（施行） 

 （以上 2023年4月1日付） 

13）学校法人大阪歯科大学教員の任期に関する規程（一部改正） 

（2023年4月1日付）（2023年12月28日付）（2024年 2月29日付） 

14）任期制教員の再任用基準に関する申し合わせ（一部改正） 

（2023年4月1日付）（2023年7月27日付）（2024年1月25日付） 

15）教員の昇任資格審査に関する申し合わせ（一部改正） 

（2023年4月1日付）（2023年8月24日付） 

16）大阪歯科大学医療保健学部履修規程（一部改正） （2023年4月1日付）（2023年9月28日付） 

17）大阪歯科大学附属病院病院医員就業規則（一部改正） 

（2023年4月1日付）（2023年10月26日付）（2023年 11月 30日付） 
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18）学校法人大阪歯科大学契約職員就業規則（一部改正） 

（2023年4月1日付）（2023年11月30日付）（2024年 2月29日付） 

19）大阪歯科大学学費等納付金規程（一部改正） 

 （2023年4月27日付）（2023年7月27日付）（2023年 11月 1日付） 

20）大阪歯科大学教育情報センター楠葉西学舎（看護学部）分室事務取扱内規（施行） 

21）大阪歯科大学新入学特待生に関する内規（一部改正） 

22）大学院医療保健学研究科教員の資格条件に関する申し合わせ（施行） 

（以上 2023年6月29日付） 

23）大阪歯科大学知的財産取扱規程（一部改正）  

24）知的財産に関する申し合わせ（一部改正） 

25）大阪歯科大学歯学部学業成績評価に関する規程（一部改正） 

26）歯学部特待生に関する内規（一部改正） 

27）学校法人大阪歯科大学介護休業等規程（一部改正）             （以上 2023年 7月27日付） 

28）大阪歯科大学学長候補者選考規程（一部改正） 

29）大阪歯科大学動物実験規程（一部改正） 

30）学校法人大阪歯科大学テレワーク細則（施行） 

31）通勤手当支給内規（一部改正）    （以上 2023年8月24日付） 

32）学校法人大阪歯科大学寄附行為（一部改正）    （2023年 9月4日付） 

33）学校法人大阪歯科大学寄附行為施行細則（一部改正） （2023年 9月28日付） 

34）学校法人大阪歯科大学給与規程（一部改正） 

（2023年9月28日付）（2023年 10月 26日付）（2023年 12月 1日付） 

35）大阪歯科大学附属病院大学院医員就業規則（一部改正） 

（2023年9月28日付）（2023年 11月 30日付） 

36）学校法人大阪歯科大学教員の定員等に関する規程（一部改正） 

 （2023年9月28日付）（2024年1月25日付） 

37）大阪歯科大学附属病院BCP（事業継続計画）部会規程（施行）         （2023年10月 26日付） 

38）参事及び副参事登用規程（廃止）                                  （2023年 10月 31日付） 

39）学校法人大阪歯科大学事務組織及び事務分掌規程（一部改正） 

（2023年11月1日付）（2023年 11月 30日付） 

40）大阪歯科大学ヒトES細胞の使用に関する規程（一部改正） 

41）大阪歯科大学臨床研究利益相反検討委員会規程（一部改正） 

42）大阪歯科大学人を対象とする歯学・医学研究実施規則（一部改正） 

43）学校法人大阪歯科大学任期付職員就業規則（一部改正） 

44）大阪歯科大学附属病院研修歯科医就業規則（一部改正） 

45）学校法人大阪歯科大学医員就業規則（一部改正） 

46）学校法人大阪歯科大学講師（非常勤）就業規則（一部改正） 

47）学校法人大阪歯科大学教職員赴任旅費規程（施行）      （以上 2023年 11月 30日付） 

48）学校法人大阪歯科大学就業規則（一部改正）   （2023年11月 30日付）（2024年2月29日付） 

49）学校法人大阪歯科大学管理運営規則（一部改正）   

50）大阪歯科大学情報セキュリティポリシー（一部改正） 
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51）大阪歯科大学ネットワーク利用細則（一部改正） 

52）大阪歯科大学ソフトウェア管理規程（一部改正） （以上 2023年 12月１日付） 

53）大阪歯科大学教育情報センター規程（一部改正）  （2023年 5月 1日付）（2023年 12月１日付） 

54）ハラスメントの防止等に関する規程（一部改正） 

55）大阪歯科大学医療保健学部歯科衛生士研修センター施設使用規程（施行） 

  （以上 2023年 12月 28日付） 

56）教員候補者の新規任用資格審査に関する申し合わせ（一部改正） 

57）大阪歯科大学教員任用規程（一部改正）  （以上 2024年 1月 25日付） 

58）大阪歯科大学大学院看護学研究科開設準備室規程  （2024年 3月 28日付） 
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１．決算概要

（１）資金収支計算書

収入項目では、学生生徒等納付金収入が増加する一方、寄付金収入、及び補助金収入が減少し

ましたが、付随事業・収益事業収入が医療収入を中心に前年度比大幅に増加しました。

一方、支出項目では新学舎建設等の大型設備投資による施設・設備関係支出を中心に増加しま

した。

翌年度繰越支払資金は前年度比177,897千円増加し4,191,027千円となりました。

令和５年度（2023年度）財務状況の概要

　前年度繰越支払資金

　付随事業・収益事業収入

　補助金収入

　寄付金収入

　手数料収入

　学生生徒等納付金収入

決算

令和４年度
決算との差異

令和５年度 令和４年度
決算

　資産運用支出

　その他の支出

　資金支出調整勘定

　翌年度繰越支払資金

　支出の部合計

予算

4,876,690

50,316

34,038

　収入の部合計

　人件費支出

　教育研究経費支出

　管理経費支出

　施設関係支出

　設備関係支出

　受取利息・配当金収入

　雑収入

　前受金収入

　その他の収入

　資金収入調整金勘定

48,502 60,646 △ 12,144

454,734 428,818 527,578 △ 98,760

4,806,207 4,784,947 21,260

47,871 50,542 43,892 6,650

38,879 33,515 5,364

373,086 346,245 366,706 △ 20,461

2,796,419 3,086,427 2,836,431 249,996

△ 1,120,927 △ 1,154,458 △ 1,157,145 2,687

4,013,130 4,013,130 4,118,777 △ 105,647

522,630 641,017 535,400 105,617

5,724,525 5,784,680 9,955,404 △ 4,170,724

2,846,285 2,809,468 2,523,261 286,207

594,787 551,956 575,338 △ 23,382

17,772,512 18,089,993 22,106,154 △ 4,016,161

4,736,806 4,660,875 4,521,707 139,168

564,094 △ 13,015

4,039,896 3,981,855 2,118,460 1,863,395

1,189,627 1,053,581 879,774 173,807

17,772,512 18,089,993 22,106,154 △ 4,016,161

科 目

令和５年度 資金収支計算書

（単位：千円）

△ 527,133 △ 550,619 △ 540,775 △ 9,844

3,346,555 4,191,027 4,013,130 177,897

926,804 840,768 7,451,164 △ 6,610,396

533,713 551,079

第２部　財務状況の概要 



（２） 活動区分資金収支計算書

教育活動資金収支差額は、教育活動資金収入、教育活動資金支出ともに増加した結果、852,886

千円の資金増となりました。

一方、施設整備等活動資金収支差額が大型設備投資により615,927千円減少し、その他の活動

による資金収支も59,061千円減少しました。

この結果、支払資金は177,897千円増加しました。

（単位：千円）

4,806,207 4,784,947 21,260

428,818 474,183 △ 45,365

学生生徒等納付金収入

経常費等補助金収入

医療収入 3,009,466 2,769,877 239,589

人件費支出 4,660,875

医療経費支出

管理経費支出

受取利息・配当金収入

令和５年度 活動区分資金収支計算書

教育研究経費支出

　調整勘定等

　教育活動資金収支差額

　施設整備等活動資金収入計

令和５年度 令和４年度 差　異

　翌年度繰越支払資金

8,766,744 8,566,807 199,937

8,022,300 7,620,307

　その他の活動資金支出計

　差引

　調整勘定等

　その他の活動資金収支差額

　支払資金の増減額

　前年度繰越支払資金

　施設整備等活動資金支出計

　差引

　調整勘定等

　施設整備等活動資金収支差額

　その他の活動資金収入計

　教育活動資金収入計

　教育活動資金支出計

　差引

852,886 896,175 △ 43,289

4,623,820 2,379,575 2,244,245

401,993

744,443 946,500 △ 202,057

108,443 △ 50,325 158,768

2,149,023 1,904,432 244,591

660,444 618,829 41,615

551,956 575,338 △ 23,382

4,521,707 139,168

21,144 △ 40,484 61,628

△ 615,927 △ 7,431,371 6,815,444

5,260,892 9,770,462 △ 4,509,570

△ 637,072 △ 7,390,887 6,753,815

679,634 △ 55,264

△ 59,358 6,429,549 △ 6,488,907

565,012 7,109,183 △ 6,544,171

38,879 33,515 5,364

4,191,027 4,013,130 △ 105,647

科　　　目

177,897 △ 105,647 283,544

4,013,130 4,118,777 △ 105,647

297 0 297

△ 59,061 6,429,549 △ 6,488,610

624,370



（３）事業活動収支計算書

経常収支差額は、教育活動収支差額に加え教育活動外収支差額も黒字を確保したため、87,250千円の

黒字を計上しましたが、看護学部の開設費用等により、前年度比279,682千円の減益となりました。

人件費 4,600,090 4,583,234 4,415,666 167,568

管理経費 694,489 648,438 667,132 △ 18,694

受取利息・配当金 34,038 38,879 33,515 5,364

 特別支出計 0 15,439 70,748 △ 55,309

翌年度繰越収支差額 △ 20,626,400

△ 7,135,457 6,856,674

336,578

令和５年度 事業活動収支計算書

教育研究経費 3,549,523 3,488,903

 基本金組入額合計 △ 494,685 △ 278,783

当年度収支差額 △ 849,690 △ 187,406

 教育活動収支差額 △ 244,987 48,371

 教育活動外収支差額 34,038 38,879

△ 19,776,710 △ 19,776,710

学生生徒等納付金

経常費等補助金

付随事業収入

雑収入

4,876,690 4,806,207 4,784,947 21,260

454,734 428,818 474,183

3,152,325

決算

（単位：千円）

科　　　目
令和５年度

令和４年度
決算

令和４年度
決算との差異予算

 教育活動支出計 8,844,103 8,720,661 8,235,220 485,441

 教育活動収入計 8,599,116 8,769,033 8,568,637 200,396

△ 45,365

2,796,419 3,086,427 2,836,431 249,996

373,086 347,943 368,460 △ 20,517

△ 6,764,702 6,577,296

 特別収支差額 22,296 4,125 3,822 303

基本金組入前当年度収支差額 △ 355,005 91,376 370,755 △ 279,379

333,416 △ 285,045

 教育活動外収入計 34,038 38,879 33,515 5,364

 教育活動外支出計 0 0 0 0

33,515 5,364

 特別収入計 22,296 19,565 74,570 △ 55,005

 経常収支差額 △ 210,949 87,250 366,932 △ 279,682

△ 19,312,008 △ 464,702

 事業活動支出計 9,010,455 8,736,101 8,305,968 430,133

 基本金取崩額 0 0 6,300,000 △ 6,300,000

 事業活動収入計 8,655,450 8,827,477 8,676,724 150,753

△ 19,964,117 △ 19,776,710 △ 187,407

 前年度繰越収支差額



（４） 貸借対照表

資産の部は、有形固定資産が新学舎建設等により4,294,312千円増加する一方、特定資産が4,278,728

千円減少し、流動資産が159,425千円増加したため、前年度比138,991千円増加しました。

純資産は、前年度比91,376千円増加し54,923,686千円となりました。純資産が負債及び純資産の部

合計に占める割合である純資産構成比率は91.7％となりました。

　第2号基本金 0 4,623,820 △ 4,623,820

　第2号基本金引当特定資産 0 4,623,820 △ 4,623,820

1,430,339 697,815

　図書 666,948 644,389 22,559

　第3号基本金引当特定資産 23,539,000 23,539,000 0

　教育研究用機器備品

　建設仮勘定 0 2,129,735 △ 2,129,735

　第4号基本金 544,000 544,000 0

3,291,278 3,181,644 109,634

　減価償却引当特定資産 4,363,750 4,158,455 205,295

　現金・預金 4,191,027 4,013,130 177,897

619,384 635,139 △ 15,755

令和５年度末 貸借対照表

5,397,487 0

11,592,628 8,396,013 3,196,615

59,886,166 59,747,174 138,991

（単位：千円）

　土地

　建物

5,397,487

　前受金

　未収入金

2,128,154

278,783

△ 19,964,117 △ 19,776,710 △ 187,407　繰越収支差額

特定資産

その他の固定資産

　流動資産

　資産の部合計

　固定負債

　流動負債

　負債の部合計

　基本金

　第1号基本金 50,804,803 45,902,200 4,902,603

　第3号基本金 23,539,000 23,539,000 0

　退職金引当特定資産

　退職給与引当金

　未払金

54,923,686 54,832,310 91,376

138,991

3,336,655 3,409,829 △ 73,174

1,625,823 1,505,034 120,789

4,962,479 4,914,864 47,615

3,334,616 3,409,829 △ 75,213

538,983 533,074 5,909

641,017 535,400 105,617

74,887,803 74,609,020

　純資産の部合計

　負債及び純資産の部合計

科　　　目 令和５年度末 令和４年度末 差　異

55,056,165 55,076,599 △ 20,434

23,153,855 18,859,543 4,294,312

31,370,123 35,648,851 △ 4,278,728

532,187 568,204 △ 36,017

4,830,000 4,670,575 159,425

59,886,166 59,747,174

有形固定資産

　固定資産



２．経年比較

①資金収支計算書項目

R.1 R.2 R.3 R.4 R.5

受取利息・配当金 70 48 46 33 38

付随・収益事業 2,306 2,354 2,622 2,836 3,086

補助金 423 439 462 527 428

学納金 4,730 4,756 4,743 4,784 4,806

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000
（百万円）

主な収入項目

R.1 R.2 R.3 R.4 R.5

施設・設備関係支出 302 266 350 2,998 5,035

管理経費 477 460 434 575 551

教育研究経費 2,312 2,269 2,357 2,523 2,809

人件費 4,347 4,363 4,415 4,521 4,660

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

（百万円）
主な支出項目



②事業活動収支計算書項目

Ａ：経常収支差額

Ｂ：経常収支差額比率

③貸借対照表項目

R.1 R.2 R.3 R.4 R.5

Ａ（百万円） 187 269 491 366 87

Ｂ（％） 2.4 3.4 5.9 4.3 1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

0

100

200

300

400

500

600

経常収支差額

R.1 R.2 R.3 R.4 R.5

流動資産 38 41 46 46 48

その他の固定資産 4 3 3 5 5

特定資産 369 372 375 356 313

有形固定資産 180 176 168 188 231

0

100

200

300

400

500

600

700

（億円）
資産構成



Ｃ：純資産額

Ｄ：純資産構成比率

R.1 R.2 R.3 R.4 R.5

有価証券 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4

現金・預金 33 36 41 40 41

特定資産 369 372 375 356 313

0

50

100

150

200

250

300

350

400

（億円）
運用資産残高

R.1 R.2 R.3 R.4 R.5

Ｃ（億円） 541 543 544 548 549

Ｄ（％） 91.4 91.5 91.6 91.8 91.7

91.2

91.3

91.4

91.5

91.6

91.7

91.8

91.9

536

538

540

542

544

546

548

550

純資産額と純資産構成比率



３．財務比率

①主な財務比率

②主な財務比率の内容説明

 人件費の経常収入に占める割合（低いほど良い）

 固定資産に対しどの程度純資産が投下されているか評価する指標

 短期的な支払い能力を評価する指標（200％以上であれば優良）

 他人資金と自己資金の割合を評価する指標（低いほど良い）

 運用資産の蓄積度を評価する指標（高いほど良い）

 財政的な安定度を評価する指標（高いほど良い）

％

％

％

％

％ 2.4 3.4 5.9 4.3 1.0

59.6 59.3

5.3 5.5 5.6 6.1 4.9

7.0

 教育研究経費の対経常収入割合（収支均衡を失しない範囲で高いほど良い）

 管理経費の経常収入に占める割合（低いほど良い）

 事業活動収入に対する基本金組入前当年度収支差額が占める割合

 学納金の計上収入に占める割合（安定的推移が望ましい）

 補助金の事業活動収入に占める割合

 形状的な収支バランスを表す割合

内容説明

 運用資産余裕比率  経常的支出規模に対し運用資産の蓄積度を表す指標（高いほど良い）

 経常収支差額比率

 学生生徒等納付金比率

 補助金比率

 管理経費比率

 事業活動収支差額比率

 人件費比率

 教育研究経費比率

 内部留保資産比率

 純資産構成比率

 流動比率

 負債比率

 固定資産構成比率

 固定比率

項　　目

 資産構成のバランスをみるための指標

単位

％

％

％

％

％

57.2 55.6 54.6

6.7 6.3 7.8 7.4

2.4 3.3 0.8 4.3 1.0

310.3 297.1

 純資産構成比率

 人件費比率

 教育研究経費比率

9.0 9.0

58.2 51.2

91.8 91.7

4.8 4.0

％

51.3 52.0

37.0 36.0 35.7 36.6 39.6

 学生生徒等納付金比率

 補助金比率

 経常収支差額比率

R.1 R.2 R.3 R.4 R.5項　　目

93.5 92.9 92.1 92.2 91.9

102.3 101.6 100.6 100.4 100.2

279.1 301.8 314.5

 管理経費比率

 事業活動収支差額比率

 固定資産構成比率

9.4 9.3 9.2

53.6 53.9 52.0

 運用資産余裕比率 年 5.1 5.2 5.3

％

％

59.4 60.3 61.7

91.4 91.5 91.6

 固定比率

 流動比率

 負債比率

 内部留保資産比率


